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晴ればれ直行便
「つきたて！！お米市場」オープン記念 晴れめし
特　集

ナスと白ネギの２本柱で始めた農業

１年かけて芽生えた「作る責任」

白ネギが主役の
焼きサバ丼
[ 材 料／ 2人分 ]

[つくりかた ]
1. 塩サバを焼いておく。
2. 白ネギを白髪ネギにして氷水にさらし、水気を切る。
3. ①をほぐし、②としょうゆとゴマを入れて混ぜる。
4. ゴマ油をひと回しして混ぜ、ご飯にのせて完成。
※お好みでラー油を２～３滴入れても！
※サバの塩加減により、しょうゆの量を加減してください。
※白髪ネギにした時に残った芯や青い部分はスープに
いれても。

■塩サバ…………………半身１切れ
■白ネギ……………………………１本
■しょうゆ………………小さじ１～１.５
■ゴマ…………………………大さじ１
■ゴマ油…………………………適量
■ご飯……………………………適量
■ラー油……………………お好みで

[ 材 料／ 2人分 ]

[つくりかた ]
1. 白ネギを斜めに薄切りにする。
2. ベーコンは１㎝幅に切る。
3. 鍋に水とコンソメを入れて沸騰させ、①②
を入れ火が通ったら塩・コショウで味を
ととのえ、完成。

■白ネギ…………………1/2～１本
■ベーコン………………………１枚
■水…………………………２カップ
■コンソメ（固形）………………１個
■塩・コショウ……………………少々

こ く し ょ う こ く さ ん

白ネギスープ
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西の軽井沢「蒜山高原」

観光もグルメもこよなく
愛される癒やしの地

表紙を空から望む‒ 真庭市蒜山
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梁
市
津
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・
高
校
生
カ
フ
ェ 

地
元
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メ
ニ
ュ
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県
産
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へ
集
荷
便
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介
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蒜山三座のすそ野に広がる黒ボコの畑
や牧草地。写真左奥には大山を望む

取
県
と
隣
接
す
る
岡
山
県
最
北
端
に

位
置
す
る
真
庭
市
。
そ
の
中
で
も
随
一

の
農
業
地
帯
を
誇
る
の
が
、
西
の
軽
井
沢
と

も
称
さ
れ
西
日
本
屈
指
の
リ
ゾ
ー
ト
地
で
も

あ
る
蒜
山
高
原
で
す
。
晴
れ
た
日
に
は
遠
く
に

大
山
を
望
み
ま
す
。
上
蒜
山
・
中
蒜
山
・
下

蒜
山
か
ら
な
る
三
座
に
は
登
山
コ
ー
ス
も
あ
り
、

三
座
を
縦
走
す
る
コ
ー
ス
は
県
内
外
の
登
山

愛
好
家
か
ら
人
気
で
す
。
四
季
折
々
に
変
化
す

る
風
景
は
見
る
人
を
魅
了
し
て
や
ま
ず
、
同

地
区
の
誇
り
と
し
て
地
元
の
み
な
ら
ず
多
く
の

人
か
ら
愛
さ
れ
て
い
ま
す
。

　観
光
だ
け
で
な
く
グ
ル
メ
も
豊
富
。Ｂ
級
グ

ル
メ
の
代
表
格「
ひ
る
ぜ
ん
焼
き
そ
ば
」を
は
じ

め
、
出
荷
の
始
ま
り
が
季
節
の
風
物
詩
と
し

て
も
伝
え
ら
れ
る「
ひ
る
ぜ
ん
大
根
」や
、
近
年

栽
培
面
積
が
拡
大
し
て
き
た
白
ネ
ギ
・
キ
ャ
ベ

ツ
・
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
な
ど
の
栽
培
が
盛
ん
で
す
。

　畜
産
の
盛
ん
な
地
区
で
も
あ
り
、
山
裾
か

ら
平
野
部
に
か
け
、
日
本
一
の
ジ
ャ
ー
ジ
ー
牛

の
飼
育
を
支
え
る
広
大
な
牧
草
地
と
、
戦
後
、

入
植
や
祖
先
が
必
死
で
林
野
を
開
き
作
り
上

げ
た
畑
が
広
が
り
ま
す
。

　特
長
は
何
と
い
っ
て
も
、
蒜
山
高
原
特
有
の

漆
黒
の
土「
黒
ボ
コ
」。
火
山
灰
を
含
み
、
水

は
け
と
水
持
ち
ど
ち
ら
も
兼
ね
備
え
た
土
で
、

蒜
山
の
良
質
で
お
い
し
い
農
産
物
農
業
を
作
る

大
切
な
財
産
で
す
。

鳥

真庭市蒜山

まにわし ひるぜん

白
ネ
ギ
が
主
役
の
焼
き
サ
バ
丼

白
ネ
ギ
ス
ー
プ

真庭市などが運営するネットワーク
事業により、北から南まで各地域の
市内のあらゆる農産物が集まります。
特産の「ひるぜん大根」や白ネギなど
のほか、さまざまな品種のブドウなど
個性豊かなラインアップが自慢です。

最寄りのJA店舗
直売所「きらめきの里」

（真庭市中島）

　新年あけましておめでとうございます。

　謹んで新年のお慶びを申し上げます。輝かしい令和

５年の年頭にあたり、組合員ならびに地域の皆さまの

ご健勝を心からお祝い申し上げます。旧年中は、ＪＡの

各事業・運営に特段のご理解とご協力を賜りましたこ

とに対し、心より感謝を申し上げます。昨年は新型コ

ロナウイルス感染者が減少の兆しをみせ、行動制限も

解除されましたが、依然として感染拡大防止と社会経

済活動の両立が求められています。また、ロシアのウ

クライナ侵攻および急激な円安を受けて生活必需品や

農業生産資材など多品目にわたって値上がり、農業経

営や家計に影響を及ぼしています。

　こうしたなか、ＪＡは、合併して３年を経過しようとし

ておりますが、「農業者の所得増大」「農業生産の拡大」

「地域の活性化」を目標とするＪＡ自己改革を着実に実

践してまいりました。経済環境が厳しくなるなか、健全

経営の持続性を確保するため、経営効率化の観点か

ら役員体制の見直し、支店・事業所の再編などに取り

組んでまいりました。また、組合員・地域から必要と

されるＪＡを目指し、これまで以上に組合員との対話を

通じて、ひとり一人の思いを聴取し、事業活動や組合

運営に反映させていきたいと考えています。これまでの

進捗状況を振り返りながら、地域になくてはならない

組織であり続けられるよう今後ともＪＡ自己改革をすす

めてまいりますので、ご支援・ご協力を賜りますようお

願い申し上げます。

　皆さまのご活躍・ご健勝を祈念致しまして新年のご

挨拶とさせていただきます。

代表理事組合長　石我　均

改革を着実に実践
ひとり一人の声を事業に

ソ
ラ
サ
ン
ぽ

空

散

歩
©ソラとサン

年
頭
の
挨
拶

いしが ひとし

2HAREBARE
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季
初
め
て
栽
培
し
た
白
ネ
ギ

の
収
穫
を
迎
え
る
の
が
、
２

０
２
１
年
10
月
に
就
農
し
た
赤
岩
優

さ
ん
で
す
。
障
害
者
福
祉
施
設
を

退
職
し
真
庭
市
に
Ｕ
タ
ー
ン
し
た
時
、

市
内
の
親
戚
が
使
わ
な
く
な
っ
た
農

機
具
を
有
効
活
用
し
よ
う
と
就
農

を
決
意
。
前
職
の
就
労
支
援
の
仕

事
を
通
じ
て
利
用
者
と
一
緒
に
野
菜

づ
く
り
に
携
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
、
農

業
に
興
味
を
持
つ
き
っ
か
け
と
な
り

ま
し
た
。

　
先
輩
生
産
者
や
、Ｊ
Ａ
・
農
業
普

及
指
導
セ
ン
タ
ー
と
も
相
談
し
、
夏

秋
ナ
ス
と
白
ネ
ギ
の
栽
培
に
着
手
。

ナ
ス
の
栽
培
は
経
験
が
あ
り
ま
し
た

が
、
白
ネ
ギ
は
植
え
付
け
も
防
除
も

全
て
初
め
て
で
す
。紹
介
し
て
も
ら
っ

た
先
輩
生
産
者
の
隣
の
畑
で
、
見
よ

う
見
ま
ね
で
植
え
付
け
。
土
寄
せ
や

防
除
な
ど
の
作
業
を
同
時
期
に
行
い
、

事
あ
る
ご
と
に「
土
寄
せ
を
そ
ろ
そ

ろ
し
た
方
が
よ
い
」な
ど
ア
ド
バ
イ
ス

を
受
け
な
が
ら
栽
培
を
進
め
ま
し
た
。

　
積
極
的
に
講
習
会
に
も
参
加
し
、

基
本
に
忠
実
に
作
業
。
栽
培
期
間

が
半
年
と
長
く
、
生
育
に
不
安
を

覚
え
な
が
ら
も
、
無
事
に
収
穫
期
を

迎
え
、
青
空
に
伸
び
た
ま
っ
す
ぐ
な

葉
を
前
に「
長
い
期
間
大
切
に
育
て

た
の
で
愛
着
は
ひ
と
し
お
」と
感
無

量
で
す
。

　「
栽
培
に
必
要
な
機
械
や
苗
を
Ｊ

Ａ
が
用
意
し
て
く
れ
、
何
も
な
く
て

も
栽
培
が
始
め
ら
れ
る
。
よ
い
も
の

を
作
れ
ば
出
荷
先
も
確
保
で
き
る
の

で
、
栽
培
品
目
の
選
定
が
し
や
す
か
っ

た
」と
J
Ａ
の
農
業
支
援
の
強
み
を

実
感
し
ま
す
。
調
製
・
箱
詰
め
な
ど

の
出
荷
作
業
が
共
同
の
た
め
、
栽
培

に
注
力
で
き
る
の
も
就
農
を
後
押
し

す
る
大
き
な
要
因
で
し
た
。

　
就
農
し
て
１
年
。「
限
ら
れ
た
中

で
よ
い
も
の
を
作
ら
な
い
と
い
け
な
い

と
い
う
姿
勢
や
考
え
が
生
ま
れ
た
」と
、

「
作
る
責
任
」を
実
感
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
経
験
を
積
み
重
ね「
確
実
に

効
率
的
に
よ
い
も
の
を
作
り
た
い
」と

将
来
を
見
据
え
ま
す
。
来
シ
ー
ズ
ン

か
ら
少
し
ず
つ
面
積
を
広
げ
、
着
実

に
農
業
に
根
を
下
ろ
し
て
い
き
ま
す
。

ネ
ギ
の
産
地
化
が
進
む
真
庭

統
括
本
部
管
内
。
今
で
は
各

地
に
広
が
り
、
白
ネ
ギ
の
畑
を
あ
ち

ら
こ
ち
ら
で
見
か
け
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　
20
年
以
上
前
、
蒜
山
地
区
で
、
夏

場
の
８
月
下
旬
か
ら
秋
に
か
け
て
の

出
荷
を
目
指
し
て
栽
培
が
始
ま
り
ま

し
た
。

　
１
９
９
９
年
に
、
蒜
山
白
ネ
ギ
部

会
協
議
会
を
設
立
し
、
産
地
振
興

に
着
手
。
冷
涼
な
空
気
と
黒
ボ
コ
で

育
て
る
白
ネ
ギ
は
甘
味
が
あ
り
、
高

品
質
で
市
場
か
ら
も
引
き
合
い
が
強

く
、「
蒜
山
ブ
ラ
ン
ド
」の
一
端
を
担
っ

て
い
ま
す
。

　
気
候
差
の
あ
る
管
内
で
リ
レ
ー
出

荷
し
よ
う
と
、
南
部
地
域
で
試
験
栽

培
を
始
め
、
真
庭
地
区
を
上
げ
て
本

格
的
な
産
地
化
に
乗
り
出
し
ま
し
た
。

２
０
１
６
年
に
は
、
ま
に
わ
南
部
白

ネ
ギ
生
産
組
合
を
設
立
。
栽
培
に

着
手
し
や
す
い
よ
う
に
と
、Ｊ
Ａ
も
生

産
を
後
押
し
。
定
植
機
・
土
寄
せ
用

の
管
理
機
・
収
穫
機
な
ど
の
貸
し
出

し
、
苗
の
供
給
や
選
果
場
の
体
制
を

整
え
ま
し
た
。
広
報
誌
や
チ
ラ
シ
、

イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
も
生
産
者
を
募
集
。

ブ
ド
ウ
や
夏
秋
ナ
ス
な
ど
と
の
複
合

経
営
を
勧
め
、
２
戸
か
ら
始
ま
っ
た

南
部
地
域
の
生
産
者
は
現
在
51
戸

と
な
り
、
県
内
で
も
有
数
の
産
地
と

な
り
ま
し
た
。
兼
業
経
営
や
契
約
出

荷
な
ど
生
産
者
の
実
情
に
合
わ
せ
た

柔
軟
な
方
法
で
、
産
地
振
興
に
力
を

入
れ
て
い
ま
す
。

　
鍋
物
需
要
が
増
え
る
12
月
に
入
り
、

選
果
場
が
本
格
稼
働
。「
選
果
場
が

あ
る
か
ら
栽
培
を
増
や
し
た
」と
話

す
生
産
者
も
多
く
、
耕
作
放
棄
地

対
策
や
生
き
が
い
づ
く
り
な
ど
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。Ｊ
Ａ
と
地
域
が
一
体

と
な
っ
た
地
域
創
造
に
期
待
が
か
か

り
ま
す
。

今

寒さにあたり甘みが増した白ネギ

真
庭
統
括
本
部

蒜
山
白
ネ
ギ
部
会
協
議
会（
18
戸 

3.4
㌶
）

ま
に
わ
南
部
白
ネ
ギ
生
産
組
合（
51
戸 

10.5
㌶
）

白

赤岩　優さん（29）晴れびと！

真庭統括本部
まにわ南部白ネギ生産組合
あかいわ ゆう

ナスと白ネギの２本柱で始めた農業

１年かけて芽生えた「作る責任」

収穫期を迎えた白ネギの出来栄えを確認する赤岩さん

白
ネ
ギ

今
月
の
特
産
品

選
果
場
整
備・作
業
機
の
貸
出
で
後
押
し

農
家
を
募
り
産
地
化
進
む
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収
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迎
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０
２
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に
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、
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を
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た
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連島女性部有志で運営する
「パティオつらじま」のみなさん

岡山西女性部井原東支部

ブドウ農家
岡本 健吾さん（新見市）

びほく女性部高梁主幹支部

くらしき作陽大学
食文化学部栄養学科

宮脇　星奈さん
みやわき せいな

くらしき作陽大学
食文化学部栄養学科

守屋　早規さん
もりや さき

誰しも祝いなど節目の時に食べる「晴れめし」がある はずです。

それは、行事に彩りを添えるものであったり、思い出 の家庭の味、郷土の味なのではないでしょうか。

今月は、晴ればれ直行便「つきたて！お米市場」オープ ン記念企画として、みなさんの「晴れめし」をご紹介します。

味
く
ら
べ
も
楽
し
み
の
ひ
と
つ

備
中
神
楽
と
と
も
に
伝
わ
る

　
備
中
神
楽
発
祥
の
地
で
あ
る
高
梁
市
で
は
、
古

く
か
ら
秋
祭
り
な
ど
に
神
楽
を
舞
う
風
習
が
根
付
い

て
い
ま
す
。
祝
い
餅
が
詰
め
ら
れ
た
重
箱
の
返
し
と

し
て
、
巻
き
寿
司
な
ど
を
詰
め
て
い
ま
し
た
。
ま
た

共
同
で
行
っ
て
い
た
時
の
田
植
え
や
稲
刈
り
、
子
ど

も
の
誕
生
日
な
ど
に
は
欠
か
せ
な
い
の
が
バ
ラ
寿
司
・

巻
き
寿
司
で
し
た
。

　
昔
は
家
族
も
大
人
数
で
近
所
付
き
合
い
も
今
よ
り

も
多
か
っ
た
の
で
、
1
回
に
作
る
量
は
3
升
に
も
な

る
ほ
ど
。
ご
近
所
に
も
配
り
、
そ
の
家
庭
ご
と
の
味

く
ら
べ
を
す
る
こ
と
も
楽
し
み
の
ひ
と
つ
だ
っ
た
の
が
、

と
て
も
懐
か
し
い
思
い
出
で
す
。

秋祭り締めくくる
担ぎ手の楽しみ

朝市だけのおいしさ

　連島地区では、内部に太鼓を置き、布団を重
ねて屋根にした山車、「千歳楽」が地区の神社
の秋季例大祭を盛り上げます。この日には「千歳
楽の唄」をうたいながら担ぎ手が地区内を練り歩
きます。疲れて帰ってくる担ぎ手の楽しみの１つ
がそれぞれの家庭で作られるバラ寿司でした。な
かなか家庭で作ることがなくなったバラ寿司を私た
ちが運営する「パティオつらじま」で販売しています。

　新見市南部カルスト台地の家庭に伝わる冬のごちそうです。
ダイコン・サトイモ・ニンジン・ゴボウなどの根菜類をかしわ（鶏肉）
と一緒に大鍋で炒めて煮込んだ具沢山の汁物です。
　特に年越しには、各家庭でそばを手打ちし、熱々のけんちん
をかけて食べるのが風習です。子どもたちも大好きで、家族大
勢でそばをすすり、心も体もポカポカになります。よい香りが台
所からしてくると、ふるさとの安心感に満たされます。

　井原市木之子地区では、田植えや祭りなど、季節の節目に
おこわが食べられてきました。親から子へ受け継がれる味は、各
家庭で少しずつ違います。井原東
支部は「木々の里おこわ」と名付け、
クリ・シイタケ・タケノコ・ゴボウ・
ニンジンなど地元食材を活かしてや
さしい味に仕上げ、地域の朝市で
販売しています。昔ながらの味を伝
えるおこわは、懐かしさもあり、食べ
ると笑顔になります。｠

　秋のお祭りの時期に
は、新見市の祖父母の家に集まり、祖父が作ったお米とたくさ
んの食材を使ったバラ寿司を囲んで、日常や幼少期の思い出
話をして過ごす時間が大好きです。

　真備町の我が家では、ハレの場で曾祖母から受け継いだバ
ラ寿司を食べます。母が寿司桶を準備し始めると「今日はお祝
いだ」と、家族一同とても喜んでいました。アナゴ・エビ・タケノコ・
レンコンなどを盛り込んだ、思い出が詰まった大切な料理です。

わが
家は

レン
コン

農家！

晴れば
れ直行便「つきたて

！！お米市場」オープン記念　

せんざいらく

　おばあちゃんがよく「パティオつ
らじま」でバラ寿司を買ってきてくれ
ます。具材の中でもお父さんが作っ
ている「連島れんこん」が大好き！！

浜
田
　
霞
さ
ん

（
倉
敷
市
）

は
ま
だ

か
す
み

おかもと けんご

き の こ

特集

・バラ寿司

・昔ながらの巻き寿
司

・松茸入りの茶碗蒸
し

・松茸入りのお吸い
物

バラ寿司

けんちん

木々の里お
こわき　ぎ

豆知識

祝い餅を
いただいた
時

お返し

餅が入った重箱

スルメなどを入れる

巻き寿司などを入れる餅が入った
まま返す

豆知識
けんちんとは、千切りの材料を油で炒
めて巻くという意味だそうです。畑作
地方では、江戸時代から冬期の栄養
を考えて、手打ちそばに相性のいいけ
んちん汁を用いたと伝えられています。

根
菜
類
ど
っ
さ
り

冬
の
ご
ち
そ
う

年
越
し
は

手
打
ち
そ
ば
で

バ
ラ
寿
司
ひ
と
つ
で
も

地
域
や
家
庭
で
さ
ま
ざ
ま
で
す
ね
！！

昔ながらのバラ寿司特産「真備のタケノコ」入りバラ寿司
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連島女性部有志で運営する
「パティオつらじま」のみなさん

岡山西女性部井原東支部

ブドウ農家
岡本 健吾さん（新見市）

びほく女性部高梁主幹支部

くらしき作陽大学
食文化学部栄養学科

宮脇　星奈さん
みやわき せいな

くらしき作陽大学
食文化学部栄養学科

守屋　早規さん
もりや さき

誰しも祝いなど節目の時に食べる「晴れめし」がある はずです。

それは、行事に彩りを添えるものであったり、思い出 の家庭の味、郷土の味なのではないでしょうか。

今月は、晴ればれ直行便「つきたて！お米市場」オープ ン記念企画として、みなさんの「晴れめし」をご紹介します。

味
く
ら
べ
も
楽
し
み
の
ひ
と
つ

備
中
神
楽
と
と
も
に
伝
わ
る

　
備
中
神
楽
発
祥
の
地
で
あ
る
高
梁
市
で
は
、
古

く
か
ら
秋
祭
り
な
ど
に
神
楽
を
舞
う
風
習
が
根
付
い

て
い
ま
す
。
祝
い
餅
が
詰
め
ら
れ
た
重
箱
の
返
し
と

し
て
、
巻
き
寿
司
な
ど
を
詰
め
て
い
ま
し
た
。
ま
た

共
同
で
行
っ
て
い
た
時
の
田
植
え
や
稲
刈
り
、
子
ど

も
の
誕
生
日
な
ど
に
は
欠
か
せ
な
い
の
が
バ
ラ
寿
司
・

巻
き
寿
司
で
し
た
。

　
昔
は
家
族
も
大
人
数
で
近
所
付
き
合
い
も
今
よ
り

も
多
か
っ
た
の
で
、
1
回
に
作
る
量
は
3
升
に
も
な

る
ほ
ど
。
ご
近
所
に
も
配
り
、
そ
の
家
庭
ご
と
の
味

く
ら
べ
を
す
る
こ
と
も
楽
し
み
の
ひ
と
つ
だ
っ
た
の
が
、

と
て
も
懐
か
し
い
思
い
出
で
す
。
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真庭女性部
フレッシュミズ部会会長
稲田 晴江さん（新庄村）

米農家
森　啓子さん（奈義町）

いなだ はるえ

もり けいこ

岡山東女性部

おだくさ
田んぼのあぜに座り握り飯を
ほおばる農事組合法人小田草
営農組合の農家

つ
き
た
て
新
鮮
な
お
米
を
Ｊ
Ａ
な
ら
で
は
の
価
格
で
提
供

（
メ
ル
カ
ー
ト
た
ま
き
た
果
菜
館
）

上白3分づき

10分づき玄米

お好みの白さに精米

7分づき お
い
し
い
お
米
を
食
べ
る
な
ら
！

この活動はＪＡ共済の地域貢献活動の一環として開催しています

　農繁期など忙しい時期に持ち寄り、作業の合間にみんな
で一緒に食べていた思い出の握り飯。農家が常備している
具材で簡単に手早く作れ、手に持って食べられるので野良
仕事にもぴったりです。黒豆と酢が合わさってほのかなピンク
に色づき、甘めの酢加減と豆のコリコリ感、たっぷりと入れ
たじゃこと胡麻の香ばしさが
食欲をそそる一品です。

　
Ｊ
Ａ
は
、
直
行
便
事
業
・
米
の
直
販
強
化
対

策
の
一
環
と
し
て
、
晴
れ
ば
れ
直
行
便「
つ
き
た

て
！！
お
米
市
場
」を
12
月
初
旬
、
直
売
所
に
開

設
し
ま
し
た
。
水
稲
を
主
軸
に
地
域
農
業
を
守

る
Ｊ
Ａ
と
し
て
、
生
産
者
は
も
と
よ
り
県
域
の
消

費
者
に「
お
米
を
買
う
な
ら
Ｊ
Ａ
！
」と
実
感
し
て

も
ら
い
、Ｊ
Ａ
独
自
の
直
販
力
を
い
か
し
、
新
鮮
で

お
い
し
い
米
を
い
つ
で
も
安
全
安
心
に
消
費
者
へ
提

供
す
る
事
業
と
し
て
展
開
。
生
産
か
ら
販
売
ま

で
一
貫
し
て
手
掛
け
る
強
み
を
い
か
し
、
一
等
米

限
定
で
そ
ろ
え
、
値
ご
ろ
感
の
あ
る
価
格
で
提

供
し
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
管
内
は
、
瀬
戸
内
沿
岸
か
ら
中
国
山
地

に
至
る
広
域
で
、
米
の
品
種
や
味
わ
い
も
多
種

多
様
で
す
。
各
産
地
と
直
売
所
を
Ｊ
Ａ
自
車
便

を
走
ら
せ
る
独
自
事
業「
直
行
便
」で
結
ぶ
こ
と

で
、
直
売
所
店
頭
に
は
県
内
各
産
地
の
銘
柄
品

種
を
は
じ
め
、
特
別
栽
培
米
や「
里
海
米
」な
ど

が
そ
ろ
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
直
売
所「
メ
ル
カ
ー
ト
た
ま
き
た
果
菜
館
」

（
倉
敷
市
）、「
燦
燦
つ
や
ま
」（
津
山
市
）の
２
店

舗
は
新
た
に
精
米
機
を
導
入
。
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ

ン
を
記
念
し
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
精
米
や「
元
気
玄
米
」

を
特
売
し
ま
し
た
。

　
来
店
者
は「
さ
ま
ざ
ま
な
銘
柄
が
味
わ
え
る
の

で
楽
し
み
が
広
が
る
」と
心
を
躍
ら
せ
ま
し
た
。

営
農
部
の
山
本
日
吉
司
常
務
は「
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ（
持
続

可
能
な
開
発
目
標
）、
地
産
地
消
・
国
消
国
産

活
動
を
後
押
し
す
る
こ
と
と
な
り
、Ｊ
Ａ
が
米
の

直
接
販
売
の
拡
大
を
押
し
進
め
る
こ
と
は
農
家

所
得
の
確
保
に
つ
な
が
る
」と
力
を
込
め
ま
す
。

祖母や母の
愛情感じる思い出の味
　真庭地区では子どもが生まれると、母乳がよく出るようにと、
ズイキの入った団子汁を食べる風習があります（諸説あり）。
ズイキはサトイモの茎の皮をむいて干した物で、産後のうっ血
を取る効果があるといわれています。３人の娘が生まれたとき
も団子汁を食べました。団子粉はヒメノモチ１００％。ズイキ
や野菜、味噌まで地元の新庄村産です。
　里帰り出産しなかった時は、祖母がつくった団子粉とズイ
キを母が送ってくれました。寒い中、祖母がヒメノモチを粉に
してくれたこと、出産直後の心配や疲れ、頑張らなきゃという
気持ちや家族からの愛情などさまざまな感情が混ざり合い、
いまだに団子汁を食べると涙が出そうになる思い出の味です。

山の幸ふんだんに
実りの秋に感謝
　横仙おこわは、特産のサト
イモや黒豆・クリ・ニンジン・
ゴボウなどをふんだんに使った、
秋の実りを感じられる郷土料
理です。横仙とは、奈義町
の辺りを指す古い地名で「山の横」という意味です。稲刈りが
済んだ後に作るこの味は、嫁いできた時に義母から教えても
らいました。横仙おこわを食べると、収穫の喜びを分かち合
うことができ、家族みんなが自然と笑顔になる我が家の晴れ
めしです。 

お米なら、ＪＡで！！

　岡山を代表し、「春を呼
ぶ魚」ともいわれる、サワラ
を使った寿司です。漁業の
安全祈願と豊漁を祝う郷土
料理で、備前市日生町で受け継がれてきました。メインの具
材は酢締めのサワラと「こうこ」。「こうこ」は、香の物（こうの
もの）の口語的表現で漬物を指しますが、西の方言では「たく
あん」を意味します。その昔、添え物の「こうこ」が寿司の中
に偶然混じり、それがとてもおいしかったことが「こうこ寿司」
の始まりだそうです。今回は、女性部オリジナルで特産の「エ
ンダイブ」と「黒豆」も使い、色鮮やかにハレの日にピッタリの
寿司に仕上げました。

春呼ぶ魚と「こうこ」が彩る
港町の郷土料理

農繁期はこれ！栄養満点「握り飯」

や
ま
も
と

か
さ
い
か
ん

さ
ん
さ
ん

ひ
よ
し

お
好
み
の
白
さ
に
！

　
精
米
無
料
サ
ー
ビ
ス

ごはんで始まる健康食

　ガンや糖尿病などの生活習慣病を予防するには「和食」がお勧
めと思われている人は多いですが、さて、「和食」とはどんな食事
をそう呼ぶのでしょうか？ その答えは、まず主食に「ごはん」があ
ることです。主食がパンの場合は和食にはなりません。「ごはん」
を中心に身近にある素材や旬の素材の味をいかし、主菜・副菜
などを組み合わせた料理を「和食」と呼びます。特別なものではな
く、毎日続けられる食事であり、それぞれの家でも年中行事には
感謝を込めた地域の伝統が受け継がれています。
　最近は炭水化物ダイエットなども聞きますが、ごはんに含まれ
る炭水化物は脳や筋肉のエネルギーの素として必須の栄養素であ
ることを忘れてはいけません。毎食、最低でも茶わん１杯
（150g：240kcal）のごはんを食べましょう。ごはんに肉や魚、
卵などの動物性の食材と野菜や芋、キノコや海藻など植物性の食
材をたっぷり組み合わせておいしく食べることが、「健康食」です。
　自分に合った量かどうかは毎日体重の増減でチェックしましょ
う。適正な体重を維持することが病気の予防につながります。ま
た、地元産のお米を食べることは地球にやさしいSDGsを目指し
た食べ方ともいえます。

•
メ
ル
カ
ー
ト
た
ま
き
た

　
果
菜
館

•
倉
敷
青
空
市

　「
や
さ
い
畑
」

•
福
田
青
空
市

　「
す
い
れ
ん
」

•
菅
生
直
売
所

　
ふ
れ
あ
い
青
空
市「
す
が
お
」

•
早
島
町
直
売
所

　
ふ
れ
あ
い
青
空
市

都
窪
郡
早
島
町

倉
敷
市

玄
米
を
そ
の
場
で
精
米
！！

①
お
好
き
な
銘
柄
を
指
定
し
て
く
だ
さ
い

②
お
好
み
の
白
さ
に
精
米
し
ま
す

③
専
用
の
袋
に
入
れ
て
お
渡
し
し
ま
す

市場
開設店舗

総
社
市

井
原
市

備
前
市

真
庭
市

津
山
市

和
気
郡
和
気
町

•
山
手
直
売
所

　「
ふ
れ
あ
い
の
里
」

•
井
原
直
売
所

　「
い
ば
ら
愛
菜
館
」

•
百
菜
市
場
和
気
店

•
ア
グ
リ
び
ぜ
ん

•
き
ら
め
き
の
里

•
燦
燦
つ
や
ま

お米市場は

特集

団子汁

サワラの

こうこ寿司
黒豆とじゃ

こ・

胡麻の握り
飯

やない れいこ
くらしき作陽大学 食文化学部栄養学科 学科長　柳井 玲子教授

・横仙おこわ

・サトイモのコロッケ

・具沢山のけんちん
汁

よこぜん

ごま
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を
Ｊ
Ａ
自
車
便

を
走
ら
せ
る
独
自
事
業「
直
行
便
」で
結
ぶ
こ
と

で
、
直
売
所
店
頭
に
は
県
内
各
産
地
の
銘
柄
品

種
を
は
じ
め
、
特
別
栽
培
米
や「
里
海
米
」な
ど

が
そ
ろ
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
直
売
所「
メ
ル
カ
ー
ト
た
ま
き
た
果
菜
館
」

（
倉
敷
市
）、「
燦
燦
つ
や
ま
」（
津
山
市
）の
２
店

舗
は
新
た
に
精
米
機
を
導
入
。
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ

ン
を
記
念
し
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
精
米
や「
元
気
玄
米
」

を
特
売
し
ま
し
た
。

　
来
店
者
は「
さ
ま
ざ
ま
な
銘
柄
が
味
わ
え
る
の

で
楽
し
み
が
広
が
る
」と
心
を
躍
ら
せ
ま
し
た
。

営
農
部
の
山
本
日
吉
司
常
務
は「
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ（
持
続

可
能
な
開
発
目
標
）、
地
産
地
消
・
国
消
国
産

活
動
を
後
押
し
す
る
こ
と
と
な
り
、Ｊ
Ａ
が
米
の

直
接
販
売
の
拡
大
を
押
し
進
め
る
こ
と
は
農
家

所
得
の
確
保
に
つ
な
が
る
」と
力
を
込
め
ま
す
。

祖母や母の
愛情感じる思い出の味
　真庭地区では子どもが生まれると、母乳がよく出るようにと、
ズイキの入った団子汁を食べる風習があります（諸説あり）。
ズイキはサトイモの茎の皮をむいて干した物で、産後のうっ血
を取る効果があるといわれています。３人の娘が生まれたとき
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や野菜、味噌まで地元の新庄村産です。
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してくれたこと、出産直後の心配や疲れ、頑張らなきゃという
気持ちや家族からの愛情などさまざまな感情が混ざり合い、
いまだに団子汁を食べると涙が出そうになる思い出の味です。

山の幸ふんだんに
実りの秋に感謝
　横仙おこわは、特産のサト
イモや黒豆・クリ・ニンジン・
ゴボウなどをふんだんに使った、
秋の実りを感じられる郷土料
理です。横仙とは、奈義町
の辺りを指す古い地名で「山の横」という意味です。稲刈りが
済んだ後に作るこの味は、嫁いできた時に義母から教えても
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お米なら、ＪＡで！！
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ぶ魚」ともいわれる、サワラ
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春呼ぶ魚と「こうこ」が彩る
港町の郷土料理

農繁期はこれ！栄養満点「握り飯」

や
ま
も
と

か
さ
い
か
ん

さ
ん
さ
ん

ひ
よ
し

お
好
み
の
白
さ
に
！

　
精
米
無
料
サ
ー
ビ
ス

ごはんで始まる健康食
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ることです。主食がパンの場合は和食にはなりません。「ごはん」
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•
メ
ル
カ
ー
ト
た
ま
き
た

　
果
菜
館

•
倉
敷
青
空
市

　「
や
さ
い
畑
」

•
福
田
青
空
市

　「
す
い
れ
ん
」

•
菅
生
直
売
所

　
ふ
れ
あ
い
青
空
市「
す
が
お
」

•
早
島
町
直
売
所

　
ふ
れ
あ
い
青
空
市

都
窪
郡
早
島
町

倉
敷
市

玄
米
を
そ
の
場
で
精
米
！！

①
お
好
き
な
銘
柄
を
指
定
し
て
く
だ
さ
い

②
お
好
み
の
白
さ
に
精
米
し
ま
す

③
専
用
の
袋
に
入
れ
て
お
渡
し
し
ま
す

市場
開設店舗

総
社
市

井
原
市

備
前
市

真
庭
市

津
山
市

和
気
郡
和
気
町

•
山
手
直
売
所

　「
ふ
れ
あ
い
の
里
」

•
井
原
直
売
所

　「
い
ば
ら
愛
菜
館
」

•
百
菜
市
場
和
気
店

•
ア
グ
リ
び
ぜ
ん

•
き
ら
め
き
の
里

•
燦
燦
つ
や
ま

お米市場は

特集

団子汁

サワラの

こうこ寿司
黒豆とじゃ

こ・

胡麻の握り
飯

やない れいこ
くらしき作陽大学 食文化学部栄養学科 学科長　柳井 玲子教授

・横仙おこわ

・サトイモのコロッケ

・具沢山のけんちん
汁

よこぜん

ごま
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作 っ て 食 べ て
農 業 を 元 気 に !

JA晴れの国岡山があなたの農業ライフを全力でサポート!!

モモ
植え付けについて

チェック！サンからのアドバイス
接ぎ木部より下から出てくる芽は台木
の芽なので見つけたら早めにかぎ取
ろう。

地域によって取扱商品や栽培時期などが異なる場合があります。種苗・肥料・農薬など生産資　材の選び方や使い方、栽培方法など詳しくは各店舗にお問い合わせください。直売所の出荷者も募集しています！ご相談・お買い求めはお近くの生産資材店舗まで…

果樹類の栽培は植え付けが
重要です。植え付けすると、
15年以上同じ場所で育つ
ようになるので土づくりはしっ
かりしておきましょう。

チェック
！

ソラからのアドバイス

購入後は、根を乾かさないように早
めに仮植えをしよう。

　間
引
き
の
間
隔
や
肥
料
の
撒
き
方
な

ど
丁
寧
に
指
導
し
て
も
ら
い
、
冬
に
収
穫

で
き
る
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
・
コ
カ
ブ
・
ハ
ク
サ

イ
な
ど
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。
ハ
ツ
カ
ダ

イ
コ
ン
を
サ
ラ
ダ
に
す
る
な
ど
、
立
派
に

育
っ
た
野
菜
は
お
い
し
く
食
べ
て
い
ま
す
。

農
業
の
大
変
さ
を
学
び
、
自
分
た
ち
で
一

か
ら
育
て
収
穫
で
き
た
時
の
喜
び
や
、
や

り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。

上：違いが楽しめるよう２品
種のコカブを収穫

左：ダイコンを間引き、株元
に土を寄せる学生

毎月第４水曜日
18時50分～放送

モモの生育と栽培管理の年間スケジュール

さ
だ
ひ
ろ

り
え
こ

食
文
化
学
部

現
代
食
文
化
学
科

定
広

　理
恵
子
さ
ん 

（
1
年
）

❷ 果樹苗木の植え付け

仮植えの方法1

植え穴の準備2

落葉果樹の植え付けは秋植え（１２月中旬頃）と、春植え（２月下
旬～３月中旬頃【発芽前】）に分けられる。
南部で冬の凍結の恐れのない地域では、秋植えをした方が春の
生育がよいが、冬期の冷え込みや乾燥が厳しい地域では、苗
木を春まで仮植えし、凍害の心配のない春植えをする。

❶ 植え付け前に必ず確認
モモの樹は、最低でも半径４ｍの大きさになる。周囲に邪魔に
なるものが無いように植え付け場所を選ぶ。

過湿・土壌病害がない場所を選ぶ。斜めに仮植えでき
るように溝を掘り、一本一本ていねいに仮植えをする。
苗木の接ぎ木部分が土中に埋まるように覆土し、根と
土が密着するように覆土し、乾燥しないようにワラなど
で覆う。

植え付ける場所を決めておき、植え付け１ヵ月前までに直
径２ｍ程度・深さ３０ｃｍ程度の植え穴を掘り、必要に応
じて苦土石灰・ようりん・完熟堆肥などと混ぜ、よくなじ
ませておく。土壌条件によってはピートモス・パーライトを
追加する。

苗木の切り返し5

切り返したすぐ下の芽から勢いの良い新芽が発生し、主
枝候補枝となる。苗木の切り返し位置は将来の主幹の長
さと、樹形に関係する。
モモは接ぎ木部から３０ｃｍの所から切り返す。

定植後の管理6

若木の内はかん水をこまめにして、成長の具合を見ながら
追肥なども行う。成長に伴って支柱に誘引した紐が苗木
に食い込まないように注意する。
雑草なども成長の邪魔になるので取り除くようにする。

教えてくれるのは
この人！！

岡山西広域営農
経済センター
総合指導課

髙谷　昌義
たかや まさよし

接ぎ木部を
土中に埋める

仮植え中も根の
乾燥に注意

ワラなど

苗木

接ぎ木部

敷きワラ

暗きょの設置

敷きワラは、苗木から30㎝程度離して施用。

土手
（この内側にかん水）苗木は3～5芽で

切り返す

支柱

誘引

接ぎ木部

苗木の準備3

根についた余分な土は洗い流す。新根の発生をよくする
ため、根の傷んだ部分は健全な部分まで切り返す。

植え付け方法4

土がしまってくると沈み込むので盛土にして植え付けをする。
根が交差しないように四方に広げ土を軽くかぶせ鎮圧する。
踏み固めないようにする。

❶必ず接ぎ木部分が地表に出るよう浅植え
にする。

❷倒れないように支柱を立てて誘引する。

❸十分にかん水して、根と土の隙間をなくす。
株元に稲ワラなどでマルチし、土壌の乾燥
を防ぐとともに、雑草の発生を防ぐ。

30㎝

1月月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
休眠期 開花・結実期

摘蕾

養分蓄積期 休眠期果実肥大・成熟期

受粉 摘果・袋掛け

追肥

排水対策

定植 支柱・枝吊り
縮伐・間伐 定植

防風対策

礼肥 基肥

芽かき・ねん枝 夏季せん定 整枝

土壌改良土壌改良

整枝・せん定

樹体

土壌

主
要
管
理

その他

収穫

サンからのアドバイス
チェック

！

土壌が凍結する場合は２月下旬～
３月中旬の寒さが和らぐ時期に植え
付けよう。

家

植え付け場所
4m

4m

道路

ホ
ッ
チ
キ
ス
を
は
ず
し
て
保
存
で
き
ま
す

ホ
ッ
チ
キ
ス
を
は
ず
し
て
保
存
で
き
ま
す
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30㎝

1月月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
休眠期 開花・結実期

摘蕾

養分蓄積期 休眠期果実肥大・成熟期

受粉 摘果・袋掛け

追肥

排水対策

定植 支柱・枝吊り
縮伐・間伐 定植

防風対策

礼肥 基肥

芽かき・ねん枝 夏季せん定 整枝

土壌改良土壌改良

整枝・せん定

樹体

土壌

主
要
管
理

その他

収穫

サンからのアドバイス
チェック

！

土壌が凍結する場合は２月下旬～
３月中旬の寒さが和らぐ時期に植え
付けよう。

家

植え付け場所
4m

4m

道路

ホ
ッ
チ
キ
ス
を
は
ず
し
て
保
存
で
き
ま
す

ホ
ッ
チ
キ
ス
を
は
ず
し
て
保
存
で
き
ま
す
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　岡山東モモ部会は、県・赤磐市・JAとともに耕作
放棄地や水田を転作し「モモ団地」を作る、「ハイブリッ
ド産地育成推進事業」を進めています。栽培面積の拡
大や担い手の確保を目指しており、担い手５人が来
年の植樹に向けて約３haの園地を整備しています。
　１１月中旬には、同市の友實武則市長や生産者な
どが集まり、今後の計画を報告し、意見を交わしました。
友實市長は「『モモといえば赤磐』と全国から言われる
産地に育てたい」と話し、新規就農者は「いいモモを
作り、産地に貢献したい」と意気込みます。

　
県
立
高
梁
城
南
高
校
が
高
梁
市
で
運
営
す
る

「
Ｊ
ｏ
ｎ
ａ  

Ｃ
ａ
ｆ
ｅ
」が
、
地
域
創
生
の
新
た
な

足
が
か
り
と
し
て
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。
市
内
の

ス
ー
パ
ー
の
一
角
に
12
席
を
設
置
。
月
２
回
の
平
日

と
、
期
間
限
定
で
土
日
に
オ
ー
プ
ン
。
高
校
生
の

発
想
が
随
所
に
表
れ
た
店
の
雰
囲
気
や
メ
ニ
ュ
ー
が

好
評
で
、
土
日
は
開
店
と
同
時
に
満
席
に
な
る
人

気
ぶ
り
で
す
。

　
カ
フ
ェ
は
３
学
科
で「
和
風
モ
ダ
ン
」を
イ
メ
ー
ジ

し
、
電
気
科
が
配
線
、
デ
ザ
イ
ン
科
が
内
装
、
環

境
科
学
科
が
メ
ニ
ュ
ー
開
発
な
ど
を
分
業
。
伝
統

的
な「
吹
屋
ベ
ン
ガ
ラ
」で
の
れ
ん
や
食
器
を
作
る
な

ど
、
地
域
の
特
色
も
盛
り
込
み
ま
す
。

　
メ
ニ
ュ
ー
は
地
産
地
消
を
意
識
し
、
生
徒
が
育

て
た
食
用
花
も
使
用
。
２
０
２
０
年
４
月
の
開
店

当
初
か
ら
、
び
ほ
く
統
括
本
部
も
活
動
に
賛
同
し
、

特
産
の
提
供
を
通
じ
て
後
押
し
し
ま
す
。
今
季
は

ピ
オ
ー
ネ「
天
空
の
実
り
®
」や「
高
梁
茶
」を
提
供
。

「
ピ
オ
ー
ネ
サ
ン
デ
ー
」「
黒
み
つ
高
梁
ほ
う
じ
茶
ミ

ル
ク
フ
ロ
ー
ト
」に
使
わ
れ
ま
し
た
。

　「
ピ
オ
ー
ネ
サ
ン
デ
ー
」を
食
べ
た
30
代
女
性
は

「
ま
る
ご
と
や
切
っ
た
ピ
オ
ー
ネ
が
入
っ
て
い
て
飽
き

な
い
」と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　
店
頭
に
立
つ
環
境
科
学
科
の
生
徒
は「
カ
フ
ェ
を

通
じ
て
会
話
能
力
を
高
め
、
特
産
や
地
元
の
魅
力

を
自
分
た
ち
の
や
り
方
で
発
信
し
た
い
」と
力
を
込

め
ま
す
。

　県北部の出荷会員が作る農産物
を県南部の直売所に届ける集荷便
の運行が始まりました。大型直売
所の２０２４年開設を見据えた流
通改革の一環で試行。毎週１回、
新見市で野菜や果物などを積み、
約６０㎞離れた「山手直売所」（総
社市）に運びます。販路を求める生
産者、県産品の充実を求める消費
者の思いを実現し、「国消国産」を
支える生産・流通・販売の体制構
築を目指します。
　新見市内の出荷会員は６００人。
地元２店舗のほか、県外店舗も貴
重な販路として定着し、年間約３
億円を売り上げます。ただ、県外
輸送には運営会社の負担が重く、
減便を余儀なくされ、生産物がだ
ぶつき新たな販路を求めていました。

山手直売所は、端境期や午後から
の商品確保に向け、北部の生産物
を待望し、需要と供給が合致し実
現しました。
　新見市の生産者は、午前中に集
荷場の予冷庫に生産物を持ち込み、
山手直売所を起点に集荷便が往復。
　１０月中旬には会員約２０人がコ
ンテナ３３箱を出荷。会員は「消費
者ニーズがまだつかめず価格設定、
荷造りなど手探りだが、売れ行き
を励みに信頼される出荷に努めた
い」と話しました。
　営農部の山本日吉司常務は「県
内で消費する農産物は県内で生産
流通できるよう県全域からの集荷
体制を構築し、生産者・消費者の
双方に喜ばれる大型直売所を実現
したい」と展望します。

　２０２１年５月に発足したJA晴れ
の国岡山女性部は、6,200人にも及
ぶ組織力を発揮し、さまざまな活動
を展開します。
　今年度は、各地域で靴下端材を
使ったマットづくりが広がり、介護
施設に寄付。持続可能な開発目標
（SDGs）活動にもつながりました。
１１下旬には交流集会を開き、苔玉・

正月飾り・クリスマスリースづくりを
通じて活動の魅力を共有。各地域
から部員１３４人が集まり、今後取
り入れたい活動や共通の問題点と
解決方法など意見を交わしました。
　右遠皇子部長は「いい刺激になっ
た。各地域の発想を取り入れ、幅
広い活動を展開していく」と今後へ
意欲を見せました。

晴ればれ晴ればれ
TOPICSTOPICS

地域の情
報をお届け！

SDGs
SDGs

SDGs

JAはSDGsの達成に向けて取り組んでいきます

　
Ｊ
Ａ
は
、
大
規
模
自
然
災
害
に

備
え
た
防
災
訓
練
に
参
加
・
協
賛

し
て
い
ま
す
。

　
倉
敷
市
の
訓
練
に
は
、
災
害
時

に
持
ち
運
び
で
き
、
使
い
や
す
い

真
空
パ
ッ
ク
の
県
産
米「
き
ぬ
む
す

め
」３
０
０
㌘
１
１
０
０
個
を
提
供
。

赤
磐
市
で
は
、
岡
山
東
女
性
部
が

炊
き
出
し
に
参
加
し
、
カ
レ
ー
ラ

イ
ス
２
５
０
食
を
配
布
し
ま
し
た
。

ご
は
ん
は
、
お
湯
や
水
を
加
え
る
だ
け
の
防
災
食

「
ア
ル
フ
ァ
米
」を
使
用
。
災
害
時
の
調
理
も
体
験

し
、
女
性
部
員
は「
非
常
食
の
調
理
方
法
や
味

を
知
っ
て
慣
れ
て
お
く
こ
と
も
大
切
。
災
害
に
備

え
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

災害に備え

訓練に参加

もっ
と身近に

ず
っ

と  愛 さ れ る
JＡ

へ

地
域
貢
献
活
動
の
紹
介

山手直売所行きの野菜や
果物などを積む集荷便

「下～に～、下に」の掛け声に合わせて歩く大名行列

たけのりともざね

うどう きみこ

ジ
ョ
ナ

た
か
は
し
ぢ
ゃ

カ
フ
ェ

炊き出しでカレーを配布する岡山東女性部員（赤磐市で）

高校生カフェ地域を元気に
地元産物使ったメニュー

県
産
品
充
実
へ
集
荷
便

北
部
産
地
の
販
路
確
保

「ピオーネサンデー」などカフェメニューをＰＲする生徒

会話を楽しみながら個性豊かな作品を仕上げる部員

友實市長（右）と意見を交わす生産者。同日、最新ドローンを使った水
田転換の土壌調査も実演した

　
矢
掛
町
で
11
月
中
旬
、「
矢
掛
の

宿
場
ま
つ
り 

大
名
行
列
」が
開
か
れ
、

矢
掛
支
店
職
員
６
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
大
名
な
ど
身
分
の
高
い
者
が
宿

泊
す
る「
本
陣
」と
、
予
備
宿
泊
施
設

「
脇
本
陣
」が
現
存
す
る
旧
山
陽
道
矢

掛
宿
。
東
か
ら
西
へ
、
衣
類
な
ど
を

納
め
た
箱
を
担
ぐ「
挟
箱
」や「
腰
元
」

に
扮
し
た
Ｊ
Ａ
職
員
を
含
む
約
90
人

が
練
り
歩
き
ま
し
た
。
職
員
は「
３

年
ぶ
り
に
多
く
の
笑
顔
が
見
ら
れ
た
。

こ
れ
か
ら
も
地
域
一
体
と
な
っ
て
元
気

を
届
け
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

　
船
穂
町
ぶ
ど
う
部
会
は
、

２
０
２
２
年
産
の
ブ
ド
ウ
販

売
額
が
目
標
を
大
き
く
上
回

る
11
億
円
を
達
成
し
ま
し
た
。

部
会
員
１
０
０
戸
が
約
30・８

㌶
で「
マ
ス
カ
ッ
ト・オ
ブ・ア
レ

キ
サ
ン
ド
リ
ア
」「
シ
ャ
イ
ン
マ

ス
カ
ッ
ト
」な
ど
栽
培
。
全
国

的
に
豊
作
の
中
、
ブ
ラ
ン
ド
力

や
、
輸
出
需
要
に
支
え
ら
れ
、

キ
ロ
平
均
単
価
は
前
年
を
上

回
る
約
３
０
０
０
円
と
好
調

で
し
た
。
浅
野
三
門
部
会
長

は「
情
勢
の
変
化
が
激
し
い
年

だ
っ
た
が
目
標
を
達
成
し
た
。

産
地
力
を
高
め
い
い
ブ
ド
ウ
を

作
っ
て
い
く
」と
先
を
見
据
え

ま
す
。

矢
掛
宿
で
大
名
行
列

職
員
も
ま
つ
り
盛
り
上
げ 部会・行政・ＪＡでモモ団地

担い手確保し産地を守る
女性部は楽しいね
8地区の仲間集い交流

アレキなど販売額１１億円超
船穂町ぶどう部会

やまもと ひよし

は
さ
み
ば
こ

こ
し
も
と

あ
さ
の

み
か
ど

１１億円の達成に喜びを分かち合う部会員ら

倉敷市に提供した
小分け真空パックの
「きぬむすめ」
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、
女
性
部
員
は「
非
常
食
の
調
理
方
法
や
味

を
知
っ
て
慣
れ
て
お
く
こ
と
も
大
切
。
災
害
に
備

え
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

災害に備え

訓練に参加

もっ
と身近に

ず
っ

と  愛 さ れ る
JＡ

へ

地
域
貢
献
活
動
の
紹
介

山手直売所行きの野菜や
果物などを積む集荷便

「下～に～、下に」の掛け声に合わせて歩く大名行列

たけのりともざね

うどう きみこ

ジ
ョ
ナ

た
か
は
し
ぢ
ゃ

カ
フ
ェ

炊き出しでカレーを配布する岡山東女性部員（赤磐市で）

高校生カフェ地域を元気に
地元産物使ったメニュー

県
産
品
充
実
へ
集
荷
便

北
部
産
地
の
販
路
確
保

「ピオーネサンデー」などカフェメニューをＰＲする生徒

会話を楽しみながら個性豊かな作品を仕上げる部員

友實市長（右）と意見を交わす生産者。同日、最新ドローンを使った水
田転換の土壌調査も実演した

　
矢
掛
町
で
11
月
中
旬
、「
矢
掛
の

宿
場
ま
つ
り 

大
名
行
列
」が
開
か
れ
、

矢
掛
支
店
職
員
６
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
大
名
な
ど
身
分
の
高
い
者
が
宿

泊
す
る「
本
陣
」と
、
予
備
宿
泊
施
設

「
脇
本
陣
」が
現
存
す
る
旧
山
陽
道
矢

掛
宿
。
東
か
ら
西
へ
、
衣
類
な
ど
を

納
め
た
箱
を
担
ぐ「
挟
箱
」や「
腰
元
」

に
扮
し
た
Ｊ
Ａ
職
員
を
含
む
約
90
人

が
練
り
歩
き
ま
し
た
。
職
員
は「
３

年
ぶ
り
に
多
く
の
笑
顔
が
見
ら
れ
た
。

こ
れ
か
ら
も
地
域
一
体
と
な
っ
て
元
気

を
届
け
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

　
船
穂
町
ぶ
ど
う
部
会
は
、

２
０
２
２
年
産
の
ブ
ド
ウ
販

売
額
が
目
標
を
大
き
く
上
回

る
11
億
円
を
達
成
し
ま
し
た
。

部
会
員
１
０
０
戸
が
約
30・８

㌶
で「
マ
ス
カ
ッ
ト・オ
ブ・ア
レ

キ
サ
ン
ド
リ
ア
」「
シ
ャ
イ
ン
マ

ス
カ
ッ
ト
」な
ど
栽
培
。
全
国

的
に
豊
作
の
中
、
ブ
ラ
ン
ド
力

や
、
輸
出
需
要
に
支
え
ら
れ
、

キ
ロ
平
均
単
価
は
前
年
を
上

回
る
約
３
０
０
０
円
と
好
調

で
し
た
。
浅
野
三
門
部
会
長

は「
情
勢
の
変
化
が
激
し
い
年

だ
っ
た
が
目
標
を
達
成
し
た
。

産
地
力
を
高
め
い
い
ブ
ド
ウ
を

作
っ
て
い
く
」と
先
を
見
据
え

ま
す
。

矢
掛
宿
で
大
名
行
列

職
員
も
ま
つ
り
盛
り
上
げ 部会・行政・ＪＡでモモ団地

担い手確保し産地を守る
女性部は楽しいね
8地区の仲間集い交流

アレキなど販売額１１億円超
船穂町ぶどう部会

やまもと ひよし

は
さ
み
ば
こ

こ
し
も
と

あ
さ
の

み
か
ど

１１億円の達成に喜びを分かち合う部会員ら

倉敷市に提供した
小分け真空パックの
「きぬむすめ」
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真
庭
市
出
身
で
岡
山
県
住
み

ま
す
芸
人
の
ハ
ロ
ー
植
田
さ
ん
は
、

ヤ
マ
ノ
イ
モ「
銀
沫
®
」を
Ｐ
Ｒ
す

る「
ま
に
わ
銀
沫
ね
ば
り
隊
」隊

長
と
し
て
栽
培
に
初
挑
戦
し
ま

し
た
。
か
つ
や
ま
の
い
も
生
産
組

合
の
福
島
康
夫
副
組
合
長
の
畑

を
借
り
、
土
づ
く
り
か
ら
体
験
。

「
ハ
ロ
ー
の
銀
沫
は
じ
め
て
畑
」と

名
付
け
、
約
３
０
０
個
の
種
芋

を
５
月
に
定
植
。
福
島
さ
ん
は

「
ほ
ぼ
毎
週
畑
に
通
う
姿
に
感
心

し
た
。Ｐ
Ｒ
や
知
名
度
ア
ッ
プ
に

期
待
し
た
い
」と
歓
迎
し
ま
す
。

10
月
下
旬
に
初
収
穫
し
た
ハ

ロ
ー
植
田
さ
ん
は「
土
づ
く
り
が

大
切
だ
と
分
か
っ
た
。
愛
情
が

増
し
、
子
ど
も
の
よ
う
に
思
い

入
れ
が
深
く
な
っ
た
」と
喜
び
ま

し
た
。

　
岡
山
東
統
括
本
部
は
11
月
上
旬
、

百
菜
市
場
和
気
店
で
、
子
育
て
世

代
に
向
け
た「
親
子
プ
ラ
ン
タ
ー
や

さ
い
栽
培
教
室
」を
初
め
て
開
き
ま

し
た
。
栽
培
体
験
を
通
し
て
子
ど

も
た
ち
へ「
食
と
農
」の
大
切
さ
を
伝

え
ま
す
。

　
教
室
で
は
プ
ラ
ン
タ
ー
に
土
と
肥

料
を
入
れ
、
タ
マ
ネ
ギ
の
苗
を
定
植
。

野
菜
に
関
す
る
ク
イ
ズ
も
あ
り
、「
大

人
も
勉
強
に
な
る
」と
好
評
で
し
た
。

参
加
し
た
子
ど
も
は「
収
穫
が
楽
し

み
。
カ
レ
ー
に
入
れ
て
食
べ
た
い
」と

話
し
ま
し
た
。

　
吉
備
路
も
も
出
荷
組
合
は
、
15
品
種

の
モ
モ
を
長
期
出
荷
し
て
い
ま
す
。
シ
ー

ズ
ン
最
後
の
11
月
中
旬
に
は
、
ク
リ
ス
マ

ス
や
歳
暮
の
需
要
に
対
応
す
る「
冬
桃
が

た
り
」が
出
番
を
迎
え
ま
し
た
。
今
年
は

組
合
員
１
０
０
戸
の
う
ち
、
45
戸
が
1.7
㌶

で
栽
培
。
11
月
の
収
穫
ま
で
８
ヵ
月
か
か

る
た
め
、
台
風
や
鳥
獣
被
害
に
遭
う
リ
ス

ク
が
あ
り
ま
す
。
一
方
で
高
糖
度
で
日
持

ち
が
良
く
、
希
少
性
か
ら
市
場
か
ら
の
引

き
合
い
も
強
く
、
今
年
は「
清
水
白
桃
」の

お
よ
そ
2.5
倍
の
価
格
で
取
引
さ
れ
ま
し
た
。

板
敷
隆
史
出
荷
組
合
長
は「
労
力
分
散
と

安
定
収
入
に
つ
な
が
る
品
種
な
の
で
増
産

し
て
需
要
に
応
え
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

～仲間とともに未来をひらく～

SDGs
　岡山西青壮年部玉島北支部の特
長は、超地域密着で活動できるとこ
ろです。県内でも珍しい、部員全員
が玉島北園芸協会という同一組織
に所属し、技術的な交流に加え、
生産販売までコミュニケーションがと
りやすく、意識の統一がしやすいの
が強みです。年間を通して地元小学
校や保育園で行う米やモモ授業は、
「地域の農産物がどうやってできるの

か子どもたちが学び、農業に興味を
持つことで将来の担い手に育ってく
れれば」と期待を込めて、20年以上
続く取り組みです。全ての活動が自
分たちの地域の延長線にあり、生
活を豊かにしてくれます。これからも
地域農業を守り、地域を支えていき
ます。

　３年前、稲作を請け負ったことがきっかけで農業を始
めました。水稲に加え、昨年から白ネギ、今年から夏
秋ナスを栽培しています。
　白ネギの生産にはＪＡの貸出機や選果場も整ってい
るので、初期投資が少なくて済みます。ＪＡや農業普及
指導センターへの相談や指導も受けられ、始めやすい
品目だと思います。来シーズンは今年より４０a増やし、
１haで栽培する予定です。
　高校で農業機械を扱ったことがある娘も仕事をしなが
ら手助けしてくれています。大型特殊免許も取得し、オ
ペレーターとして頼りにしています。今年も暑い中、一
緒に除草に励み、収穫の時を迎えました。親子２人で
おいしい白ネギを作っていきたいです。

Vol.9
新しいチカラ新しいチカラ

たかはしぢゃ

誌面でご紹介できなかった最新トピックスは
ホームページ でも紹介しています！

ここから
簡単アクセス！

収穫のひ
とコマ

「高梁茶」゙の旨さを伝え
家庭消費を喚起

歴
史
重
ね
50
周
年

住
み
続
け
ら
れ
る
地
域
へ

　新見女性部が創立５０周年を迎え１０
月下旬、記念式典を兼ねた家の光大会・
JA女性部大会を開きました。部員１２０
人が功労者表彰や記念誌の発行などを通じ、歴史や
先輩の功績に思いをはせました。１９７３年に阿新農
協婦人部として発足。地域の地産地消運動の先駆け
の青空市場を開設し、伝承料理教室・食農教育など
で地域活性化に取り組んできました。三吉孝美部長は、
「先輩の功績に感謝し、未来に向けて健康で明るい
活動をしよう」と展望しました。

　第61回岡山県枝肉共進会で、和牛去勢の部で花房
芳視さん、和牛雌の部で江草孝一さんが最優秀賞首
席に輝き、花房さんが２年連続の農林水産大臣賞の
栄冠を手にしました。共進会には、肉付き・肉質とも
に良好で小ザシの入った枝肉が多く出品され、大臣賞
の枝肉は㎏単価3,500円の値が付きました。
　飼料が高騰する中、花房さんは「厳しい状況だが、消
費者においしい『おかやま和牛』を届けたい」とPRします。

　
奈
義
町
の
農
業
法
人（
株
）ラ
イ
ス
ク

ロ
ッ
プ
長
尾
は
10
月
中
旬
、
今
年
度
か

ら
試
験
栽
培
す
る
子
実
用
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

を
収
穫
し
ま
し
た
。
夏
場
の
台
風
に
よ

る
倒
伏
が
一
部
発
生
。
収
量
・
品
質
と

も
に
課
題
を
残
し
ま
し
た
が
、
今
後
に

向
け
て
解
決
策
を
探
り
ま
す
。
収
穫
後

の
残
渣
は
緑
肥
と
し
て
土
に
す
き
込
み
、

後
作
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
も
調
査
し

ま
す
。

　
同
社
の
長
尾
隆
大
社
長
は「
奈
義
町
は

畜
産
が
盛
ん
で
、
耕
畜
連
携
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。
子
実
用
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
の
栽
培
は
お
お
む
ね
機
械
化
さ
れ
て
お
り
、
労
力
も
少
な
い
。

引
き
続
き
体
制
づ
く
り
に
協
力
し
た
い
」と
話
し
ま
す
。

岡
山
西
青
壮
年
部
玉
島
北
支
部

　

部
長
な
か
が
わ

よ
う
へ
い

中
川 

洋
平
さ
ん

功
労
者
表
彰
に
輝
い
た
歴
代
部
長
３
人

おかやま和牛肉販売場所　・百菜市場和気店（和気町）・メルカートたまきた果菜館（倉
敷市）・山手直売所「ふれあいの里」（総社市）・井原芳井マーケット（井原市）・かよう青
空市（吉備中央町）・神楽の里（高梁市）・高梁グリーンセンター（高梁市）・あしん広場
（新見市）・きらめきの里（真庭市）・県内Aコープ全店

児童手づくりのかかしと

子実用トウモロコシ初収穫
耕畜連携の強化へ

花
房
さ
ん
2
年
連
続
大
臣
賞

最
上
級
の
和
牛
肉
そ
ろ
う

直
売
所
で「
や
さ
い
栽
培
教
室
」

親
子
で
タ
マ
ネ
ギ
植
え

「大きくなーれ」とタマネギの
苗を植える親子

「
ま
に
わ
銀
沫
ね
ば
り
隊
」

Ｐ
Ｒ
隊
長
が「
銀
沫
」初
収
穫福島さんと「銀沫」の出来を確認するハロー植田さん（右）

「
う
ち
の
白
ネ
ギ
が
一
番
お
い
し
い
。お
父
さ
ん
の

助
け
に
な
り
た
い
」と
美
沙
さ
ん

　高梁市のびほくお茶部会は県の
産地応援事業を活用し、ブランド
茶「高梁茶」゙の知名度向上と、販路
開拓に力を入れています。
　江戸時代から続く産地ながらも
知名度の低さと、コロナ禍による
需要低下を打開しようと、昨年度
からマーケティング事業を展開。
ブランド名や統一デザインを作成し、
県外就農相談会や観光列車での
PR、「お弁当マルシェ」で弁当とセッ
トにした新規販路開拓に力を注い
できました。１１月下旬には、生

産者が同市内の小中学校を訪れ、
出前授業を実施。煎茶・ほうじ茶・
玄米茶のティーバック配布、産地
の歴史説明や、お茶の淹れ方を伝
え、生徒は「お茶の授業は初めて。
地元に茶畑があるのを知らなかっ
たので興味がわいた」と話しました。
藤田泉部会長は「需要喚起には
PR活動が必要不可欠。地元への
普及のためにも、子どもを通じた
家庭内消費を盛り上げていきたい」
と展望しました。

専用のコーンヘッダーを
取り付けて収穫

な
が
お 

た
か
と
も

さ

ふ
く
し
ま 

や
す
お

う
え
だ

　津山女性部は今秋、「家の光ミ
ニクッキング・フェスタ」を３年ぶり
に開きました。地産地消をテーマに
部員だけでなく地域住民にも参加
の輪を広げ、伝承料理・津山女性
部レシピ集の料理・アイデア料理
などを披露。「黄ニラとほうれん草
ののり巻き」「小麦まんじゅう」などが
テーブルを彩り、地元産の安心感
やおいしさ、手料理の温もりなどを
伝えました。
　参加者にはフード＆ライフドライ
ブ活動を呼び掛け、食品・日用品
を持ち寄り、食品ロスなど環境保

全にも意識を高めました。部員は
「地域や家庭で受け継いできた暮ら
しの知恵・食文化などを地域のた
めにいかしたい」「食品の値上げが
相次ぐ今こそ、国産や地元産に目
を向けてほしい」などと話しました。

今こそ地産地消を
郷土の食に親しむ

心を込めて料理を作る部員

「
冬
桃
が
た
り
」の
お
い
し
さ
に

太
鼓
判
を
押
す
板
敷
組
合
長

「
冬
桃
が
た
り
®
」出
荷

歳
暮
需
要
へ
増
産
を

ふじたいずみ

ぎ
ん
し
ぶ
き

みよし たかみ

い
た
し
き
た
か
ふ
み

えぐさ こういち

はなふさ

よしみ

ひ
ゃ
く
さ
い
い
ち
ば

試飲と、豊かな香りを堪能する生徒

児童
と

稲の
脱穀

受
賞
を
喜
ぶ
生
産
者
と
Ｊ
Ａ

役
員
ら（
左
か
ら
３
番
目
・
花

房
さ
ん
、５
番
目
江
草
さ
ん
）

じんお けんいち

みさ

まにわ南部白ネギ生産組合

神尾 健一さん（54）
   次女 美沙さん（23）
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真
庭
市
出
身
で
岡
山
県
住
み

ま
す
芸
人
の
ハ
ロ
ー
植
田
さ
ん
は
、

ヤ
マ
ノ
イ
モ「
銀
沫
®
」を
Ｐ
Ｒ
す

る「
ま
に
わ
銀
沫
ね
ば
り
隊
」隊

長
と
し
て
栽
培
に
初
挑
戦
し
ま

し
た
。
か
つ
や
ま
の
い
も
生
産
組

合
の
福
島
康
夫
副
組
合
長
の
畑

を
借
り
、
土
づ
く
り
か
ら
体
験
。

「
ハ
ロ
ー
の
銀
沫
は
じ
め
て
畑
」と

名
付
け
、
約
３
０
０
個
の
種
芋

を
５
月
に
定
植
。
福
島
さ
ん
は

「
ほ
ぼ
毎
週
畑
に
通
う
姿
に
感
心

し
た
。Ｐ
Ｒ
や
知
名
度
ア
ッ
プ
に

期
待
し
た
い
」と
歓
迎
し
ま
す
。

10
月
下
旬
に
初
収
穫
し
た
ハ

ロ
ー
植
田
さ
ん
は「
土
づ
く
り
が

大
切
だ
と
分
か
っ
た
。
愛
情
が

増
し
、
子
ど
も
の
よ
う
に
思
い

入
れ
が
深
く
な
っ
た
」と
喜
び
ま

し
た
。

　
岡
山
東
統
括
本
部
は
11
月
上
旬
、

百
菜
市
場
和
気
店
で
、
子
育
て
世

代
に
向
け
た「
親
子
プ
ラ
ン
タ
ー
や

さ
い
栽
培
教
室
」を
初
め
て
開
き
ま

し
た
。
栽
培
体
験
を
通
し
て
子
ど

も
た
ち
へ「
食
と
農
」の
大
切
さ
を
伝

え
ま
す
。

　
教
室
で
は
プ
ラ
ン
タ
ー
に
土
と
肥

料
を
入
れ
、
タ
マ
ネ
ギ
の
苗
を
定
植
。

野
菜
に
関
す
る
ク
イ
ズ
も
あ
り
、「
大

人
も
勉
強
に
な
る
」と
好
評
で
し
た
。

参
加
し
た
子
ど
も
は「
収
穫
が
楽
し

み
。
カ
レ
ー
に
入
れ
て
食
べ
た
い
」と

話
し
ま
し
た
。

　
吉
備
路
も
も
出
荷
組
合
は
、
15
品
種

の
モ
モ
を
長
期
出
荷
し
て
い
ま
す
。
シ
ー

ズ
ン
最
後
の
11
月
中
旬
に
は
、
ク
リ
ス
マ

ス
や
歳
暮
の
需
要
に
対
応
す
る「
冬
桃
が

た
り
」が
出
番
を
迎
え
ま
し
た
。
今
年
は

組
合
員
１
０
０
戸
の
う
ち
、
45
戸
が
1.7
㌶

で
栽
培
。
11
月
の
収
穫
ま
で
８
ヵ
月
か
か

る
た
め
、
台
風
や
鳥
獣
被
害
に
遭
う
リ
ス

ク
が
あ
り
ま
す
。
一
方
で
高
糖
度
で
日
持

ち
が
良
く
、
希
少
性
か
ら
市
場
か
ら
の
引

き
合
い
も
強
く
、
今
年
は「
清
水
白
桃
」の

お
よ
そ
2.5
倍
の
価
格
で
取
引
さ
れ
ま
し
た
。

板
敷
隆
史
出
荷
組
合
長
は「
労
力
分
散
と

安
定
収
入
に
つ
な
が
る
品
種
な
の
で
増
産

し
て
需
要
に
応
え
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

～仲間とともに未来をひらく～

SDGs
　岡山西青壮年部玉島北支部の特
長は、超地域密着で活動できるとこ
ろです。県内でも珍しい、部員全員
が玉島北園芸協会という同一組織
に所属し、技術的な交流に加え、
生産販売までコミュニケーションがと
りやすく、意識の統一がしやすいの
が強みです。年間を通して地元小学
校や保育園で行う米やモモ授業は、
「地域の農産物がどうやってできるの

か子どもたちが学び、農業に興味を
持つことで将来の担い手に育ってく
れれば」と期待を込めて、20年以上
続く取り組みです。全ての活動が自
分たちの地域の延長線にあり、生
活を豊かにしてくれます。これからも
地域農業を守り、地域を支えていき
ます。

　３年前、稲作を請け負ったことがきっかけで農業を始
めました。水稲に加え、昨年から白ネギ、今年から夏
秋ナスを栽培しています。
　白ネギの生産にはＪＡの貸出機や選果場も整ってい
るので、初期投資が少なくて済みます。ＪＡや農業普及
指導センターへの相談や指導も受けられ、始めやすい
品目だと思います。来シーズンは今年より４０a増やし、
１haで栽培する予定です。
　高校で農業機械を扱ったことがある娘も仕事をしなが
ら手助けしてくれています。大型特殊免許も取得し、オ
ペレーターとして頼りにしています。今年も暑い中、一
緒に除草に励み、収穫の時を迎えました。親子２人で
おいしい白ネギを作っていきたいです。

Vol.9
新しいチカラ新しいチカラ

たかはしぢゃ

誌面でご紹介できなかった最新トピックスは
ホームページ でも紹介しています！

ここから
簡単アクセス！

収穫のひ
とコマ

「高梁茶」゙の旨さを伝え
家庭消費を喚起

歴
史
重
ね
50
周
年

住
み
続
け
ら
れ
る
地
域
へ

　新見女性部が創立５０周年を迎え１０
月下旬、記念式典を兼ねた家の光大会・
JA女性部大会を開きました。部員１２０
人が功労者表彰や記念誌の発行などを通じ、歴史や
先輩の功績に思いをはせました。１９７３年に阿新農
協婦人部として発足。地域の地産地消運動の先駆け
の青空市場を開設し、伝承料理教室・食農教育など
で地域活性化に取り組んできました。三吉孝美部長は、
「先輩の功績に感謝し、未来に向けて健康で明るい
活動をしよう」と展望しました。

　第61回岡山県枝肉共進会で、和牛去勢の部で花房
芳視さん、和牛雌の部で江草孝一さんが最優秀賞首
席に輝き、花房さんが２年連続の農林水産大臣賞の
栄冠を手にしました。共進会には、肉付き・肉質とも
に良好で小ザシの入った枝肉が多く出品され、大臣賞
の枝肉は㎏単価3,500円の値が付きました。
　飼料が高騰する中、花房さんは「厳しい状況だが、消
費者においしい『おかやま和牛』を届けたい」とPRします。

　
奈
義
町
の
農
業
法
人（
株
）ラ
イ
ス
ク

ロ
ッ
プ
長
尾
は
10
月
中
旬
、
今
年
度
か

ら
試
験
栽
培
す
る
子
実
用
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

を
収
穫
し
ま
し
た
。
夏
場
の
台
風
に
よ

る
倒
伏
が
一
部
発
生
。
収
量
・
品
質
と

も
に
課
題
を
残
し
ま
し
た
が
、
今
後
に

向
け
て
解
決
策
を
探
り
ま
す
。
収
穫
後

の
残
渣
は
緑
肥
と
し
て
土
に
す
き
込
み
、

後
作
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
も
調
査
し

ま
す
。

　
同
社
の
長
尾
隆
大
社
長
は「
奈
義
町
は

畜
産
が
盛
ん
で
、
耕
畜
連
携
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。
子
実
用
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
の
栽
培
は
お
お
む
ね
機
械
化
さ
れ
て
お
り
、
労
力
も
少
な
い
。

引
き
続
き
体
制
づ
く
り
に
協
力
し
た
い
」と
話
し
ま
す
。

岡
山
西
青
壮
年
部
玉
島
北
支
部

　

部
長
な
か
が
わ

よ
う
へ
い

中
川 

洋
平
さ
ん

功
労
者
表
彰
に
輝
い
た
歴
代
部
長
３
人

おかやま和牛肉販売場所　・百菜市場和気店（和気町）・メルカートたまきた果菜館（倉
敷市）・山手直売所「ふれあいの里」（総社市）・井原芳井マーケット（井原市）・かよう青
空市（吉備中央町）・神楽の里（高梁市）・高梁グリーンセンター（高梁市）・あしん広場
（新見市）・きらめきの里（真庭市）・県内Aコープ全店

児童手づくりのかかしと

子実用トウモロコシ初収穫
耕畜連携の強化へ

花
房
さ
ん
2
年
連
続
大
臣
賞

最
上
級
の
和
牛
肉
そ
ろ
う

直
売
所
で「
や
さ
い
栽
培
教
室
」

親
子
で
タ
マ
ネ
ギ
植
え

「大きくなーれ」とタマネギの
苗を植える親子

「
ま
に
わ
銀
沫
ね
ば
り
隊
」

Ｐ
Ｒ
隊
長
が「
銀
沫
」初
収
穫福島さんと「銀沫」の出来を確認するハロー植田さん（右）

「
う
ち
の
白
ネ
ギ
が
一
番
お
い
し
い
。お
父
さ
ん
の

助
け
に
な
り
た
い
」と
美
沙
さ
ん

　高梁市のびほくお茶部会は県の
産地応援事業を活用し、ブランド
茶「高梁茶」゙の知名度向上と、販路
開拓に力を入れています。
　江戸時代から続く産地ながらも
知名度の低さと、コロナ禍による
需要低下を打開しようと、昨年度
からマーケティング事業を展開。
ブランド名や統一デザインを作成し、
県外就農相談会や観光列車での
PR、「お弁当マルシェ」で弁当とセッ
トにした新規販路開拓に力を注い
できました。１１月下旬には、生

産者が同市内の小中学校を訪れ、
出前授業を実施。煎茶・ほうじ茶・
玄米茶のティーバック配布、産地
の歴史説明や、お茶の淹れ方を伝
え、生徒は「お茶の授業は初めて。
地元に茶畑があるのを知らなかっ
たので興味がわいた」と話しました。
藤田泉部会長は「需要喚起には
PR活動が必要不可欠。地元への
普及のためにも、子どもを通じた
家庭内消費を盛り上げていきたい」
と展望しました。

専用のコーンヘッダーを
取り付けて収穫

な
が
お 

た
か
と
も

さ

ふ
く
し
ま 

や
す
お

う
え
だ

　津山女性部は今秋、「家の光ミ
ニクッキング・フェスタ」を３年ぶり
に開きました。地産地消をテーマに
部員だけでなく地域住民にも参加
の輪を広げ、伝承料理・津山女性
部レシピ集の料理・アイデア料理
などを披露。「黄ニラとほうれん草
ののり巻き」「小麦まんじゅう」などが
テーブルを彩り、地元産の安心感
やおいしさ、手料理の温もりなどを
伝えました。
　参加者にはフード＆ライフドライ
ブ活動を呼び掛け、食品・日用品
を持ち寄り、食品ロスなど環境保

全にも意識を高めました。部員は
「地域や家庭で受け継いできた暮ら
しの知恵・食文化などを地域のた
めにいかしたい」「食品の値上げが
相次ぐ今こそ、国産や地元産に目
を向けてほしい」などと話しました。

今こそ地産地消を
郷土の食に親しむ

心を込めて料理を作る部員

「
冬
桃
が
た
り
」の
お
い
し
さ
に

太
鼓
判
を
押
す
板
敷
組
合
長

「
冬
桃
が
た
り
®
」出
荷

歳
暮
需
要
へ
増
産
を

ふじたいずみ

ぎ
ん
し
ぶ
き

みよし たかみ

い
た
し
き
た
か
ふ
み

えぐさ こういち

はなふさ

よしみ

ひ
ゃ
く
さ
い
い
ち
ば

試飲と、豊かな香りを堪能する生徒

児童
と

稲の
脱穀

受
賞
を
喜
ぶ
生
産
者
と
Ｊ
Ａ

役
員
ら（
左
か
ら
３
番
目
・
花

房
さ
ん
、５
番
目
江
草
さ
ん
）

じんお けんいち

みさ

まにわ南部白ネギ生産組合

神尾 健一さん（54）
   次女 美沙さん（23）
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地域 を 元気に！
JAの食農体験や出前 授業、料理教室などで
　感じたこと、学んだこ となどを聞きました。

　
気
温
の
平
年
値
を
見
る
と
、
１
年
の

中
で
最
も
低
く
な
る
の
は
、
２
月
初
め

ご
ろ
の
地
域
が
多
く
、
ち
ょ
う
ど
立
春
の

こ
ろ
で
す
。
立
春
を
境
に
気
温
が
上
が

り
始
め
、
寒
さ
の
底
を
抜
け
る
イ
メ
ー
ジ

で
す
。

　
立
春
は
１
年
の
始
ま
り
で
、
お
正
月
の

よ
う
な
も
の
。
そ
の
意
味
で
は
、
立
春

の
前
日
の
節
分
は
大
晦
日
と
い
え
ま
す
。

　
節
分
は
豆
ま
き
を
し
ま
す
が
、
こ
れ
は

古
代
中
国
に
由
来
す
る
と
い
わ
れ
る
説
が

あ
り
、
大
豆
は
鬼
毒
を
殺
し
、
痛
み
を

止
め
る
と
さ
れ
て
き
た
か
ら
で
す
。
ま
い

た
豆
か
ら
芽
が
出
た
ら
凶
事
が
起
こ
る
と

さ
れ
る
た
め
、
芽
が
出
な
い
よ
う
に
と
豆

を
炒
っ
て
か
ら
、
豆
ま
き
に
使
う
の
で
す
。

　
炒
り
豆
は
ち
ょ
っ
と
し
た
お
や
つ
に
も

最
適
。
ま
だ
ま
だ
余
寒
が
厳
し
い
日
も
あ

り
、
寒
暖
の
変
化
が
大
き
い
た
め
体
調
管

理
に
は
気
を
つ
け
た
い
時
期
で
す
。
健
康

の
た
め
に
も
、
節
分
に
は
年
の
数
だ
け
炒

り
豆
を
食
べ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

豆
ま
き
の
豆
は
？

農業や食って

こんなにお
もしろい！

！

あ
ぜみ
ち
川
柳天晴
れ

日
頃
の
農
作
業
で
感
じ
る
想
い
、
家
庭
菜
園
や
直
売

所
の
楽
し
み
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
、
農
の
風
景
な
ど

テ
ー
マ

作
品
（
楷
書
で
漢
字
に
ふ
り
仮
名
を
）・
ペ
ン
ネ
ー
ム
・

住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
を
記
載
の
上
、
投

稿
し
て
く
だ
さ
い
。
ペ
ン
ネ
ー
ム
・
匿
名
希
望
の
な

い
場
合
は
本
名
を
掲
載
し
ま
す
。
本
誌
23
ペ
ー
ジ
「
み

ん
な
の
広
場
」
の
応
募
方
法
を
ご
確
認
の
上
、Ｊ
Ａ
晴

れ
の
国
岡
山
総
務
企
画
課
「
晴
れ
ば
れ
」
係
宛
に
送
付

し
て
く
だ
さ
い
。
誌
面
の
都
合
上
、
す
べ
て
を
掲
載

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
こ
と
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

投
稿
方
法

物
価
高
　
自
給
自
足
の
　
あ
り
が
た
さ

な
み 

さ
ん

寒
く
な
り
　
さ
す
が
の
草
も
　
一
休
み

佐
古
　
導
郎 

さ
ん

ア
ゼ
造
り
　
ジ
ー
ジ
は
田
ん
ぼ
の
　
名
左
官

今
津
　
茂 
さ
ん

初
詣
　
五
穀
豊
穣
　
た
の
み
ま
す

柴
田
　
誠 

さ
ん

軽
ト
ラ
に
　
乗
っ
た
蜻
蛉
と
　
旅
を
す
る

今
田
　
明
男 

さ
ん

白
菜
も
　
高
値
の
花
で
　
１
／
４お

か
ち
ゃ
ん

玉
葱
を
　
剥
け
ば
目
に
染
む
　
老
い
て
な
お

藤
井
　
昭
恵 

さ
ん

し
ぶ
ん
の
い
ち

ご
こ
く
ほ
う
じ
ょ
う

と
ん
ぼ

た
ま
ね
ぎ

む

准組合員参加企画
お肉が柔らかくて
おいしかったよ！

授業で習った宮沢賢治
の「やまなし」。地元の
方のご厚意で実際の果
実を収穫しました！

つやま青壮年部西部支部
のお兄さんと、春に植えた
稲を脱穀機でモミにしたよ。

「おちあいＳＤＧｓくらぶ」のおじいちゃん
たちとサツマイモを掘ったよ！

ＪＡにも全国に誇る黒豆『作州
黒®』があるよ！お手軽レシピも
あるから、チェックしてみてね！

テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー
に
つ
い
て

学
び
、
特
産
の「
な
ぎ
ビ
ー

フ
®」な
ど
を
味
わ
い
ま
し
た
。

力を出しきって
頑張りました！

おじいちゃんは
「銀沫」の生産者。
今年もいい出来
だよ！

春
に
植
え
た
苗
が

大
き
く
育
っ
た
よ
！

出荷規格外の特産リンドウを使
い、シルク布を染め上げました。

親子で収穫の秋を満喫！

「備中牛®」の牛丼が学校給食に
高梁市立川面小学校

「銀沫®」収穫体験
真庭市立富原小学校

バケツ稲稲刈り体験
新見中央認定こども園

（新見市）

食育体験事業
奈義町立奈義小学校

職場体験学習
勝央町立勝央中学校

ＪＡ杯子ども会 親睦球技大会
ソフトボール大会

ぎんしぶき

宮田 成実さん宮田 成実さん宮田 成実さん宮田 成実さん
みやたみやたみやたみやた
左から左から左から左から

綱島　 新さん綱島　 新さん綱島　 新さん綱島　 新さん
つなしまつなしまつなしまつなしま あらたあらたあらたあらた

なるみなるみなるみなるみ

竹原 康太さん竹原 康太さん竹原 康太さん竹原 康太さん
たけはらたけはらたけはらたけはら

左から左から左から左から 健太さん健太さん健太さん健太さん
けんたけんたけんたけんたこうたこうたこうたこうた

山下 瑞喜さん山下 瑞喜さん山下 瑞喜さん山下 瑞喜さん
やましたやましたやましたやました

左から左から左から左から 遠藤 啓広さん遠藤 啓広さん遠藤 啓広さん遠藤 啓広さん
えんどうえんどうえんどうえんどう たかひろたかひろたかひろたかひろみずきみずきみずきみずき

中島 琉将さん中島 琉将さん中島 琉将さん中島 琉将さん
なかしまなかしまなかしまなかしま
左から左から左から左から

　　 陽咲さん　　 陽咲さん　　 陽咲さん　　 陽咲さん
ひなたひなたひなたひなた

りゅうしょうりゅうしょうりゅうしょうりゅうしょう

優勝した帯江・亀山ソフトボールと粒江オールスターズ、
早高キッズ、天城ラッキーボーイズのみなさん
優勝した帯江・亀山ソフトボールと粒江オールスターズ、
早高キッズ、天城ラッキーボーイズのみなさん
優勝した帯江・亀山ソフトボールと粒江オールスターズ、
早高キッズ、天城ラッキーボーイズのみなさん
優勝した帯江・亀山ソフトボールと粒江オールスターズ、
早高キッズ、天城ラッキーボーイズのみなさん

みんなとプレイするのは
楽しかったよ！

特産のお米や「日生みかん」で選手にエール！

焼
き
芋
に
し
て

食
べ
た
い
な
あ
！

これが「ヤマナシ」かぁ！
いい香り！

背
筋
が
し
ゃ
ん
と
し
た
よ
！

素敵な色に
仕上がりました

！

稲刈り
初体験！！

JA特産豆の
情報はコチラ！▶

あぐりにこにこスクール（真庭市）

毎年人気の給食

新見花卉部会
（新見市）

親子農業体験 inくらしき東 折り紙の箸入れと、シトラスリボンづくり
びほく女性部北房支部とフレッシュミズら

吉備中央町立上竹荘小学校
ヤマナシの収穫

かみたけのしょう

岡山東杯争奪第９回赤磐カップ
堆肥の出荷作業は
重くて大変でした！

脱穀体験
かがみの中央こども園（鏡野町）

特産「銀沫」の収穫
を体験したよ。

女性部の方に教えてもらい挑戦しました。
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地域 を 元気に！
JAの食農体験や出前 授業、料理教室などで
　感じたこと、学んだこ となどを聞きました。

　
気
温
の
平
年
値
を
見
る
と
、
１
年
の

中
で
最
も
低
く
な
る
の
は
、
２
月
初
め

ご
ろ
の
地
域
が
多
く
、
ち
ょ
う
ど
立
春
の

こ
ろ
で
す
。
立
春
を
境
に
気
温
が
上
が

り
始
め
、
寒
さ
の
底
を
抜
け
る
イ
メ
ー
ジ

で
す
。

　
立
春
は
１
年
の
始
ま
り
で
、
お
正
月
の

よ
う
な
も
の
。
そ
の
意
味
で
は
、
立
春

の
前
日
の
節
分
は
大
晦
日
と
い
え
ま
す
。

　
節
分
は
豆
ま
き
を
し
ま
す
が
、
こ
れ
は

古
代
中
国
に
由
来
す
る
と
い
わ
れ
る
説
が

あ
り
、
大
豆
は
鬼
毒
を
殺
し
、
痛
み
を

止
め
る
と
さ
れ
て
き
た
か
ら
で
す
。
ま
い

た
豆
か
ら
芽
が
出
た
ら
凶
事
が
起
こ
る
と

さ
れ
る
た
め
、
芽
が
出
な
い
よ
う
に
と
豆

を
炒
っ
て
か
ら
、
豆
ま
き
に
使
う
の
で
す
。

　
炒
り
豆
は
ち
ょ
っ
と
し
た
お
や
つ
に
も

最
適
。
ま
だ
ま
だ
余
寒
が
厳
し
い
日
も
あ

り
、
寒
暖
の
変
化
が
大
き
い
た
め
体
調
管

理
に
は
気
を
つ
け
た
い
時
期
で
す
。
健
康

の
た
め
に
も
、
節
分
に
は
年
の
数
だ
け
炒

り
豆
を
食
べ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

豆
ま
き
の
豆
は
？

農業や食って

こんなにお
もしろい！

！

あ
ぜみ
ち
川
柳天晴
れ

日
頃
の
農
作
業
で
感
じ
る
想
い
、
家
庭
菜
園
や
直
売

所
の
楽
し
み
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
、
農
の
風
景
な
ど

テ
ー
マ

作
品
（
楷
書
で
漢
字
に
ふ
り
仮
名
を
）・
ペ
ン
ネ
ー
ム
・

住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
を
記
載
の
上
、
投

稿
し
て
く
だ
さ
い
。
ペ
ン
ネ
ー
ム
・
匿
名
希
望
の
な

い
場
合
は
本
名
を
掲
載
し
ま
す
。
本
誌
23
ペ
ー
ジ
「
み

ん
な
の
広
場
」
の
応
募
方
法
を
ご
確
認
の
上
、Ｊ
Ａ
晴

れ
の
国
岡
山
総
務
企
画
課
「
晴
れ
ば
れ
」
係
宛
に
送
付

し
て
く
だ
さ
い
。
誌
面
の
都
合
上
、
す
べ
て
を
掲
載

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
こ
と
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

投
稿
方
法

物
価
高
　
自
給
自
足
の
　
あ
り
が
た
さ

な
み 

さ
ん

寒
く
な
り
　
さ
す
が
の
草
も
　
一
休
み

佐
古
　
導
郎 

さ
ん

ア
ゼ
造
り
　
ジ
ー
ジ
は
田
ん
ぼ
の
　
名
左
官

今
津
　
茂 

さ
ん

初
詣
　
五
穀
豊
穣
　
た
の
み
ま
す

柴
田
　
誠 

さ
ん

軽
ト
ラ
に
　
乗
っ
た
蜻
蛉
と
　
旅
を
す
る

今
田
　
明
男 

さ
ん

白
菜
も
　
高
値
の
花
で
　
１
／
４お

か
ち
ゃ
ん

玉
葱
を
　
剥
け
ば
目
に
染
む
　
老
い
て
な
お

藤
井
　
昭
恵 

さ
ん

し
ぶ
ん
の
い
ち

ご
こ
く
ほ
う
じ
ょ
う

と
ん
ぼ

た
ま
ね
ぎ

む

准組合員参加企画
お肉が柔らかくて
おいしかったよ！

授業で習った宮沢賢治
の「やまなし」。地元の
方のご厚意で実際の果
実を収穫しました！

つやま青壮年部西部支部
のお兄さんと、春に植えた
稲を脱穀機でモミにしたよ。

「おちあいＳＤＧｓくらぶ」のおじいちゃん
たちとサツマイモを掘ったよ！

ＪＡにも全国に誇る黒豆『作州
黒®』があるよ！お手軽レシピも
あるから、チェックしてみてね！

テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー
に
つ
い
て

学
び
、
特
産
の「
な
ぎ
ビ
ー

フ
®」な
ど
を
味
わ
い
ま
し
た
。

力を出しきって
頑張りました！

おじいちゃんは
「銀沫」の生産者。
今年もいい出来
だよ！

春
に
植
え
た
苗
が

大
き
く
育
っ
た
よ
！

出荷規格外の特産リンドウを使
い、シルク布を染め上げました。

親子で収穫の秋を満喫！

「備中牛®」の牛丼が学校給食に
高梁市立川面小学校

「銀沫®」収穫体験
真庭市立富原小学校

バケツ稲稲刈り体験
新見中央認定こども園

（新見市）

食育体験事業
奈義町立奈義小学校

職場体験学習
勝央町立勝央中学校

ＪＡ杯子ども会 親睦球技大会
ソフトボール大会

ぎんしぶき

宮田 成実さん宮田 成実さん宮田 成実さん宮田 成実さん
みやたみやたみやたみやた
左から左から左から左から

綱島　 新さん綱島　 新さん綱島　 新さん綱島　 新さん
つなしまつなしまつなしまつなしま あらたあらたあらたあらた

なるみなるみなるみなるみ

竹原 康太さん竹原 康太さん竹原 康太さん竹原 康太さん
たけはらたけはらたけはらたけはら

左から左から左から左から 健太さん健太さん健太さん健太さん
けんたけんたけんたけんたこうたこうたこうたこうた

山下 瑞喜さん山下 瑞喜さん山下 瑞喜さん山下 瑞喜さん
やましたやましたやましたやました

左から左から左から左から 遠藤 啓広さん遠藤 啓広さん遠藤 啓広さん遠藤 啓広さん
えんどうえんどうえんどうえんどう たかひろたかひろたかひろたかひろみずきみずきみずきみずき

中島 琉将さん中島 琉将さん中島 琉将さん中島 琉将さん
なかしまなかしまなかしまなかしま
左から左から左から左から

　　 陽咲さん　　 陽咲さん　　 陽咲さん　　 陽咲さん
ひなたひなたひなたひなた

りゅうしょうりゅうしょうりゅうしょうりゅうしょう

優勝した帯江・亀山ソフトボールと粒江オールスターズ、
早高キッズ、天城ラッキーボーイズのみなさん
優勝した帯江・亀山ソフトボールと粒江オールスターズ、
早高キッズ、天城ラッキーボーイズのみなさん
優勝した帯江・亀山ソフトボールと粒江オールスターズ、
早高キッズ、天城ラッキーボーイズのみなさん
優勝した帯江・亀山ソフトボールと粒江オールスターズ、
早高キッズ、天城ラッキーボーイズのみなさん

みんなとプレイするのは
楽しかったよ！

特産のお米や「日生みかん」で選手にエール！

焼
き
芋
に
し
て

食
べ
た
い
な
あ
！

これが「ヤマナシ」かぁ！
いい香り！

背
筋
が
し
ゃ
ん
と
し
た
よ
！

素敵な色に
仕上がりました

！

稲刈り
初体験！！

JA特産豆の
情報はコチラ！▶

あぐりにこにこスクール（真庭市）

毎年人気の給食

新見花卉部会
（新見市）

親子農業体験 inくらしき東 折り紙の箸入れと、シトラスリボンづくり
びほく女性部北房支部とフレッシュミズら

吉備中央町立上竹荘小学校
ヤマナシの収穫

かみたけのしょう

岡山東杯争奪第９回赤磐カップ
堆肥の出荷作業は
重くて大変でした！

脱穀体験
かがみの中央こども園（鏡野町）

特産「銀沫」の収穫
を体験したよ。

女性部の方に教えてもらい挑戦しました。
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令
和
４
年
度
11
月
期
理
事
会
を
11
月
29
日

に
開
き
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
審
議
し
、
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

【
附
議
事
項
】第
１
号
議
案
：【
津
山
統
括
本

部
】支
店
再
編
な
ら
び
に
津
山
東
支
店
新
築
・

改
修
／
第
２
号
議
案
：【
び
ほ
く
統
括
本
部
】

直
売
所「
コ
ス
モ
ス
の
里
」建
替
え
／
第
３
号
議

案
：【
岡
山
西
統
括
本
部
】帯
江
・
豊
洲
・
茶

屋
町
支
店
再
編
に
伴
う
新
支
店
・
事
業
所
の

建
設
概
算
予
算
の
変
更
／
第
４
号
議
案
：【
勝

英
統
括
本
部
】雹
害
に
よ
る
和
牛
繁
殖
施
設
の

修
繕
／
第
５
号
議
案
：【
岡
山
西
統
括
本
部
】

補
助
事
業
を
活
用
し
た
高
品
質
生
産
、
効
率

化
に
か
か
る
リ
ー
ス
資
産
の
取
得（
ブ
ド
ウ
・
ス

イ
ー
ト
ピ
ー
）／
第
６
号
議
案
：
令
和
５
年
度

水
稲
育
苗
利
用
料
／
第
７
号
議
案
：
出
資
口

数
の
減
口（
組
合
員
の
申
し
出
に
よ
る
）

【
報
告
事
項
】令
和
４
年
度
10
月
末
事
業
実
績

／
中
期
経
営
計
画
進
捗
状
況（
令
和
４
年
度

上
期
）／
不
祥
事
件
再
発
防
止
策
に
か
か
る
10

月
の
取
り
組
み
／
自
主（
自
店
）検
査
結
果
の

報
告（
第
２
四
半
期
）／
令
和
４
年
度
Ｊ
Ａ
共

済
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
点
検
結
果
お
よ
び
改
善

方
針
の
概
要
／
償
却
・
引
当
等
処
理
／
子
会

社
の
仮
決
算
の
状
況
／
内
部
監
査
中
間（
半

期
）報
告
／
そ
の
他
①
共
済
不
祥
事
件
の
概

要
／
②
岡
山
東
統
括
本
部
・
吉
永
支
店
経
済

店
舗
の
廃
止
③
倉
敷
か
さ
や
統
括
本
部
・
西

阿
知
支
店
仮
店
舗
改
修
工
事
の
入
札
結
果

　
任
期
満
了
に
伴
う
総
代
選
挙
に
お
い
て
、

立
候
補
届
な
ら
び
に
推
薦
届
が
全
て
の
区
域

で
定
数
と
同
数
と
な
り
、
無
投
票
で
新
総
代

が
決
ま
り
ま
し
た
。
任
期
は
令
和
４
年
12
月

１
日
〜
令
和
７
年
11
月
30
日
で
す
。
詳
細
は
、

本
誌
折
り
込
み
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
年
末
年
始
の
営
業
日
・
時
間
は
、
各
店
舗
・

事
業
所
・Ａ
Ｔ
Ｍ
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
詳

し
く
は
Ｊ
Ａ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
ご
利

用
の
店
舗
・
事
業
所
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
第
69
回（
令
和
４
年
度
）矢
野
賞
に
髙
橋

幹
雄
さ
ん（
倉
敷
市
）、
徳
山 

彰
さ
ん（
井
原

市
）、馬
場
克
典
さ
ん（
真
庭
市
）が
輝
き
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
が
発
注
す
る
工
事
な
ど
の
請
負
契
約

に
か
か
る
入
札
参
加
資
格
審
査
書
類
の
提
出

を
受
け
付
け
ま
す
。
必
要
書
類
を
添
え
、
令

和
５
年
２
月
１
日
か
ら
28
日
ま
で
の
間
に
各
統

括
本
部
ま
で
持
参
ま
た
は
郵
送
に
て
提
出
を

お
願
い
し
ま
す
。
詳
し
く
は
各
統
括
本
部
に
お

問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、Ｊ
Ａ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
岡
山
は
、
11
月
16
日
に
自
民

党
岡
山
県
議
団
へ
、
11
月
29
日
に
公
明
党
岡

山
県
本
部
を
訪
問
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
や
急

激
な
円
安
な
ど
に
よ
る
生
産
資
材
価
格
の
高

騰
対
策
、
畜
産
・
酪
農
の
経
営
安
定
に
係
る

国
へ
の
働
き
か
け
や
、
県
内
で
発
生
し
た
高
病

原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
検
疫
体
制
拡
充
な

ど
を
求
め
ま
し
た
。

理
事
会
だ
よ
り

支
店
新
築
、
直
売
所
建
替
え
ほ
か

新
総
代
決
ま
る

任
期
満
了
に
伴
う

【
重
要
】年
末
年
始
の
営
業
に
つ
い
て

各
店
舗
、
事
業
所
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す

矢
野
賞
に
若
手
農
業
者
3
人

髙
橋
さ
ん
・
徳
山
さ
ん
・
馬
場
さ
ん

確定申告書を家で簡単作成
税務署からのお知らせ

入
札
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
へ

資
格
審
査
書
類
を
提
出
く
だ
さ
い

生
産
資
材
高
騰
対
策
な
ど
要
請

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
岡
山
の
動
き

和牛子牛セリ市況

成　績

※低調な取引が続いていたが、平均価格が前回比13％
　（7万4,981円）上げ、３ヵ月ぶりに60万円台になる。

（税込）

性　別 頭数 平均体重

雌

去勢

合計

全体

全体

全体

1,118,700円

1,042,800円

1,118,700円

587,738円

684,473円

644,038円

289㎏

307㎏

299㎏

最高価格 平均価格

130

180

310

11月11日

（JA全農おかやま総合家畜市場）

JA からのお知らせ

いしが ひとし

営農担当常務理事　山本 日吉司 （やまもと ひよし）

み
き
お

と
く
や
ま
し
ょ
う

た
か
は
し

ば
ば

か
つ
の
り

若者の夢かなう農業に

おじゃましますおじゃまします
役員
が

詳しくはコチラ

石我均組合長へ報告に訪れた受賞者（左から馬場さん・徳山さん・石我組
合長・髙橋さん）

自宅などで自分のペースで申告書の作成ができます。

画面の案内に従って、金額などを
入力し作成し

確定申告会場は、例年混み合います。確定申告の手続きは
ご自宅などから e-Tax をご利用ください。

自宅のパソコンやスマホなどから「作成コーナー」で検索

※プリンタがない場合は、コンビニなどのプリ
　ントサービス（有料）を利用して印刷

　
入
組
１
年
目
で
す
。
勝
田
支
店
で
自
動

車
共
済
の
担
当（
ス
マ
イ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
）と

し
て
、
窓
口
で
契
約
の
締
結
や
継
続
管
理
・

車
両
入
替
な
ど
の
手
続
き
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
新
規
契
約
に
は
複
数
の
プ
ラ
ン
を
用
意

し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
丁
寧
に

説
明
し
な
が
ら
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
最
適
な

プ
ラ
ン
を
提
案
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
ま

す
。
お
客
さ
ま
か
ら「
あ
り
が
と
う
」

と
言
っ
て
も
ら
え
る
た
び
に
、
や
り

が
い
を
感
じ
ま
す
。

　
ま
だ
ま
だ
覚
え
る
こ
と
は
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
が
、「
ひ
と
・
い
え
・
く

る
ま
」の
保
障
の
こ
と
な
ら
何
で
も
答
え

ら
れ
る
、
地
域
の
人
か
ら
頼
ら
れ
る
職
員

を
目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
！

いちばなしいちばなし

M
a

r
k

et

 letters      M
a

r
k

et letters

職員の紹介を通じて、
JAの事業・地域の特徴をご紹介します。

フレッシ
ュ通信

おくやまりょう

自己改革
実践中！

JAグループ岡山

JA晴れの国岡山は
持続可能な

開発目標（SDGs）を
支援しています。

　
岡
山
県
で
は
、
県
外
出
身
者
も
円

滑
に
就
農
で
き
る
よ
う
に
１
９
９
３（
平

成
５
）年
か
ら
産
地
と
連
携
し
た
独
自

の
新
規
就
農
研
修
制
度
を
始
め
、
こ
れ

ま
で
に
県
外
か
ら
２
５
１
人
が
就
農
し

て
い
ま
す
。

　
こ
の
う
ち
約
半
数
が
近
畿
地
方
出
身

で
あ
り
、
新
規
就
農
者
を
確
保
す
る
上

で
、
関
西
圏
は
重
要
な
エ
リ
ア
人
で
す
。

　
そ
こ
で
大
阪
事
務
所
で
は
、
大
阪
で

開
催
さ
れ
る
就
農
相
談
会
に
積
極
的
に

参
加
し
、
東
京
や
大
阪
で
の
県
産
農
産

物
の
高
い
評
価
な
ど
も
情
報
提
供
し
な

が
ら
、
新
規
就
農
者
の
確
保
を
進
め
て

い
ま
す
。

独
自
制
度
と
相
談
会
参
加
で
Ｐ
Ｒ

県
外
か
ら
２
５
１
人
が
新
規
就
農

大阪で開催された「マイナビ農林水産FEST」での就農相談会（8月）

　新見花卉部会の奥山亮部会長を訪問し、リンドウに対する
熱意がひしひしと伝わってきました。今シーズンの収穫が終わっ
たばかりで、早くも来年を見据えてほ場や施設の準備を着 と々
進めるとともに、新規就農を希望する若手２人を勉強や体験の
ために迎え入れ、後継者の育成に献身する姿が頼もしいです。
ＪＡとしても若者の夢がかなう持続可能な農業を実現し、次世
代につないでいきます。
　今シーズンは過去最高の実績となり、出荷本数107万本、
販売高6,400万円を超えました。産地拡大に向けて他品目に
先駆けて生産振興協議会を立ち上げたほか、初の共進会も開き、
県域での生産振興や技術の高位平準化に期待がかかります。
農家とＪＡが一体となり、早急に1億円産業としての確立を目指
します。

奥
山
部
会
長
や
体
験
研
修
生
の

声
を
聴
き
、産
地
の
将
来
を
展

望
し
ま
し
た（
山
本
常
務=

写

真
中
）

推
進

部が

お
届

け
目からウ

ロコ！

くらしのお得情報
A

勝英統括本部
勝田支店共済課
あかほり みなみ

赤堀 心海

マイカーローンも
借換えができるんです！！

ご存知
ですか？？

住宅ローンの借換 ができることをご存知の方は多いと思いま
す。実 は、お車のローン（ディーラークレジット・残クレなども対象）も
借換 ができるんです！！手続きも住宅ローンより簡単で、返
済期間が短くてもメリットが出るのでとってもお得 です！！

詳しくは、最寄りの支店窓口または渉外担当者にお問い合わせください。

利用中の
マイカーローン

元金

3,000,000円

利息

479,880円
元金

3,000,000円

利息

76,860円

借換後
JAのマイカーローン

300万円を金利6.0％
期間5年で借入れ
（元利均等返済）

節約できた資金は
有効活用！

300万円を金利1.0％
期間5年で借入れ
（元利均等返済）

なんと・・・

お得に!!
403,020円

旅行！

趣味！ 将来
への
貯蓄

習い事！

借換イメージ

　書面の場合は印刷
して郵送などで提出。

岡山県大阪事務所
副参事 石倉　聡

いしくら さとし
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令
和
４
年
度
11
月
期
理
事
会
を
11
月
29
日

に
開
き
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
審
議
し
、
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

【
附
議
事
項
】第
１
号
議
案
：【
津
山
統
括
本

部
】支
店
再
編
な
ら
び
に
津
山
東
支
店
新
築
・

改
修
／
第
２
号
議
案
：【
び
ほ
く
統
括
本
部
】

直
売
所「
コ
ス
モ
ス
の
里
」建
替
え
／
第
３
号
議

案
：【
岡
山
西
統
括
本
部
】帯
江
・
豊
洲
・
茶

屋
町
支
店
再
編
に
伴
う
新
支
店
・
事
業
所
の

建
設
概
算
予
算
の
変
更
／
第
４
号
議
案
：【
勝

英
統
括
本
部
】雹
害
に
よ
る
和
牛
繁
殖
施
設
の

修
繕
／
第
５
号
議
案
：【
岡
山
西
統
括
本
部
】

補
助
事
業
を
活
用
し
た
高
品
質
生
産
、
効
率

化
に
か
か
る
リ
ー
ス
資
産
の
取
得（
ブ
ド
ウ
・
ス

イ
ー
ト
ピ
ー
）／
第
６
号
議
案
：
令
和
５
年
度

水
稲
育
苗
利
用
料
／
第
７
号
議
案
：
出
資
口

数
の
減
口（
組
合
員
の
申
し
出
に
よ
る
）

【
報
告
事
項
】令
和
４
年
度
10
月
末
事
業
実
績

／
中
期
経
営
計
画
進
捗
状
況（
令
和
４
年
度

上
期
）／
不
祥
事
件
再
発
防
止
策
に
か
か
る
10

月
の
取
り
組
み
／
自
主（
自
店
）検
査
結
果
の

報
告（
第
２
四
半
期
）／
令
和
４
年
度
Ｊ
Ａ
共

済
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
点
検
結
果
お
よ
び
改
善

方
針
の
概
要
／
償
却
・
引
当
等
処
理
／
子
会

社
の
仮
決
算
の
状
況
／
内
部
監
査
中
間（
半

期
）報
告
／
そ
の
他
①
共
済
不
祥
事
件
の
概

要
／
②
岡
山
東
統
括
本
部
・
吉
永
支
店
経
済

店
舗
の
廃
止
③
倉
敷
か
さ
や
統
括
本
部
・
西

阿
知
支
店
仮
店
舗
改
修
工
事
の
入
札
結
果

　
任
期
満
了
に
伴
う
総
代
選
挙
に
お
い
て
、

立
候
補
届
な
ら
び
に
推
薦
届
が
全
て
の
区
域

で
定
数
と
同
数
と
な
り
、
無
投
票
で
新
総
代

が
決
ま
り
ま
し
た
。
任
期
は
令
和
４
年
12
月

１
日
〜
令
和
７
年
11
月
30
日
で
す
。
詳
細
は
、

本
誌
折
り
込
み
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
年
末
年
始
の
営
業
日
・
時
間
は
、
各
店
舗
・

事
業
所
・Ａ
Ｔ
Ｍ
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
詳

し
く
は
Ｊ
Ａ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
ご
利

用
の
店
舗
・
事
業
所
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
第
69
回（
令
和
４
年
度
）矢
野
賞
に
髙
橋

幹
雄
さ
ん（
倉
敷
市
）、
徳
山 

彰
さ
ん（
井
原

市
）、馬
場
克
典
さ
ん（
真
庭
市
）が
輝
き
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
が
発
注
す
る
工
事
な
ど
の
請
負
契
約

に
か
か
る
入
札
参
加
資
格
審
査
書
類
の
提
出

を
受
け
付
け
ま
す
。
必
要
書
類
を
添
え
、
令

和
５
年
２
月
１
日
か
ら
28
日
ま
で
の
間
に
各
統

括
本
部
ま
で
持
参
ま
た
は
郵
送
に
て
提
出
を

お
願
い
し
ま
す
。
詳
し
く
は
各
統
括
本
部
に
お

問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、Ｊ
Ａ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
岡
山
は
、
11
月
16
日
に
自
民

党
岡
山
県
議
団
へ
、
11
月
29
日
に
公
明
党
岡

山
県
本
部
を
訪
問
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
や
急

激
な
円
安
な
ど
に
よ
る
生
産
資
材
価
格
の
高

騰
対
策
、
畜
産
・
酪
農
の
経
営
安
定
に
係
る

国
へ
の
働
き
か
け
や
、
県
内
で
発
生
し
た
高
病

原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
検
疫
体
制
拡
充
な

ど
を
求
め
ま
し
た
。

理
事
会
だ
よ
り

支
店
新
築
、
直
売
所
建
替
え
ほ
か

新
総
代
決
ま
る

任
期
満
了
に
伴
う

【
重
要
】年
末
年
始
の
営
業
に
つ
い
て

各
店
舗
、
事
業
所
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す

矢
野
賞
に
若
手
農
業
者
3
人

髙
橋
さ
ん
・
徳
山
さ
ん
・
馬
場
さ
ん

確定申告書を家で簡単作成
税務署からのお知らせ

入
札
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
へ

資
格
審
査
書
類
を
提
出
く
だ
さ
い

生
産
資
材
高
騰
対
策
な
ど
要
請

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
岡
山
の
動
き

和牛子牛セリ市況

成　績

※低調な取引が続いていたが、平均価格が前回比13％
　（7万4,981円）上げ、３ヵ月ぶりに60万円台になる。

（税込）

性　別 頭数 平均体重

雌

去勢

合計

全体

全体

全体

1,118,700円

1,042,800円

1,118,700円

587,738円

684,473円

644,038円

289㎏

307㎏

299㎏

最高価格 平均価格

130

180

310

11月11日

（JA全農おかやま総合家畜市場）

JA からのお知らせ

いしが ひとし

営農担当常務理事　山本 日吉司 （やまもと ひよし）

み
き
お

と
く
や
ま
し
ょ
う

た
か
は
し

ば
ば

か
つ
の
り

若者の夢かなう農業に

おじゃましますおじゃまします
役員
が

詳しくはコチラ

石我均組合長へ報告に訪れた受賞者（左から馬場さん・徳山さん・石我組
合長・髙橋さん）

自宅などで自分のペースで申告書の作成ができます。

画面の案内に従って、金額などを
入力し作成し

確定申告会場は、例年混み合います。確定申告の手続きは
ご自宅などから e-Tax をご利用ください。

自宅のパソコンやスマホなどから「作成コーナー」で検索

※プリンタがない場合は、コンビニなどのプリ
　ントサービス（有料）を利用して印刷

　
入
組
１
年
目
で
す
。
勝
田
支
店
で
自
動

車
共
済
の
担
当（
ス
マ
イ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
）と

し
て
、
窓
口
で
契
約
の
締
結
や
継
続
管
理
・

車
両
入
替
な
ど
の
手
続
き
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
新
規
契
約
に
は
複
数
の
プ
ラ
ン
を
用
意

し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
丁
寧
に

説
明
し
な
が
ら
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
最
適
な

プ
ラ
ン
を
提
案
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
ま

す
。
お
客
さ
ま
か
ら「
あ
り
が
と
う
」

と
言
っ
て
も
ら
え
る
た
び
に
、
や
り

が
い
を
感
じ
ま
す
。

　
ま
だ
ま
だ
覚
え
る
こ
と
は
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
が
、「
ひ
と
・
い
え
・
く

る
ま
」の
保
障
の
こ
と
な
ら
何
で
も
答
え

ら
れ
る
、
地
域
の
人
か
ら
頼
ら
れ
る
職
員

を
目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
！

いちばなしいちばなし

M
a

r
k

et

 letters      M
a

r
k

et letters

職員の紹介を通じて、
JAの事業・地域の特徴をご紹介します。

フレッシ
ュ通信

おくやまりょう

自己改革
実践中！

JAグループ岡山

JA晴れの国岡山は
持続可能な

開発目標（SDGs）を
支援しています。

　
岡
山
県
で
は
、
県
外
出
身
者
も
円

滑
に
就
農
で
き
る
よ
う
に
１
９
９
３（
平

成
５
）年
か
ら
産
地
と
連
携
し
た
独
自

の
新
規
就
農
研
修
制
度
を
始
め
、
こ
れ

ま
で
に
県
外
か
ら
２
５
１
人
が
就
農
し

て
い
ま
す
。

　
こ
の
う
ち
約
半
数
が
近
畿
地
方
出
身

で
あ
り
、
新
規
就
農
者
を
確
保
す
る
上

で
、
関
西
圏
は
重
要
な
エ
リ
ア
人
で
す
。

　
そ
こ
で
大
阪
事
務
所
で
は
、
大
阪
で

開
催
さ
れ
る
就
農
相
談
会
に
積
極
的
に

参
加
し
、
東
京
や
大
阪
で
の
県
産
農
産

物
の
高
い
評
価
な
ど
も
情
報
提
供
し
な

が
ら
、
新
規
就
農
者
の
確
保
を
進
め
て

い
ま
す
。

独
自
制
度
と
相
談
会
参
加
で
Ｐ
Ｒ

県
外
か
ら
２
５
１
人
が
新
規
就
農

大阪で開催された「マイナビ農林水産FEST」での就農相談会（8月）

　新見花卉部会の奥山亮部会長を訪問し、リンドウに対する
熱意がひしひしと伝わってきました。今シーズンの収穫が終わっ
たばかりで、早くも来年を見据えてほ場や施設の準備を着 と々
進めるとともに、新規就農を希望する若手２人を勉強や体験の
ために迎え入れ、後継者の育成に献身する姿が頼もしいです。
ＪＡとしても若者の夢がかなう持続可能な農業を実現し、次世
代につないでいきます。
　今シーズンは過去最高の実績となり、出荷本数107万本、
販売高6,400万円を超えました。産地拡大に向けて他品目に
先駆けて生産振興協議会を立ち上げたほか、初の共進会も開き、
県域での生産振興や技術の高位平準化に期待がかかります。
農家とＪＡが一体となり、早急に1億円産業としての確立を目指
します。

奥
山
部
会
長
や
体
験
研
修
生
の

声
を
聴
き
、産
地
の
将
来
を
展

望
し
ま
し
た（
山
本
常
務=

写

真
中
）

推
進

部が

お
届

け
目からウ

ロコ！

くらしのお得情報
A

勝英統括本部
勝田支店共済課
あかほり みなみ

赤堀 心海

マイカーローンも
借換えができるんです！！

ご存知
ですか？？

住宅ローンの借換 ができることをご存知の方は多いと思いま
す。実 は、お車のローン（ディーラークレジット・残クレなども対象）も
借換 ができるんです！！手続きも住宅ローンより簡単で、返
済期間が短くてもメリットが出るのでとってもお得 です！！

詳しくは、最寄りの支店窓口または渉外担当者にお問い合わせください。

利用中の
マイカーローン

元金

3,000,000円

利息

479,880円
元金

3,000,000円

利息

76,860円

借換後
JAのマイカーローン

300万円を金利6.0％
期間5年で借入れ
（元利均等返済）

節約できた資金は
有効活用！

300万円を金利1.0％
期間5年で借入れ
（元利均等返済）

なんと・・・

お得に!!
403,020円

旅行！

趣味！ 将来
への
貯蓄

習い事！

借換イメージ

　書面の場合は印刷
して郵送などで提出。

岡山県大阪事務所
副参事 石倉　聡

いしくら さとし
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PRESENT QUIZ
パズルに答えて、

特産品をＧｅｔしよう！

新型コロナウイルス感染拡大で厳しい状況が続いていますが、本誌は誌面を通じて厳しい状況の中でも生産者の笑顔や農畜産物・景色のすばらしさを
お伝えすることで、読者の方に一瞬でも笑顔になってもらいたいと願っています。一日も早い終息を願い、その時にはぜひ出かけてほしいとの思いで編集
しておりますので、ご了承くださいますようお願い申し上げます。なお、本誌掲載の商品は総額表示で表記しています。

▼
12
月
号
特
集「
美
星
満
天
豚
」の
お
い
し

そ
う
な
コ
ロ
ッ
ケ
や
、
ソ
ー
セ
ー
ジ
に
ハ
ン

バ
ー
グ
を
眺
め
な
が
ら
、
オ
ン
ラ
イ
ン

シ
ョ
ッ
プ
で
ポ
チ
ッ
と
買
っ
て
し
ま
い
そ
う

に
な
り
ま
し
た
！（
笑
）
太
り
そ
う
な
の
で

直
売
所
で
少
し
ず
つ
買
い
ま
す
！

倉
敷
市
・
ギ
ー
ス
―
さ
ん（
30
代
）

▼
退
職
後
、家
庭
菜
園
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

出
来
栄
え
は
恥
ず
か
し
い
も
の
で
す
が
、

隣
の
畑
の
方
に
教
え
て
も
ら
っ
た
り
広
報

誌「
晴
れ
ば
れ
」を
参
考
に
し
た
り
、
こ
れ

か
ら
も
楽
し
く
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
で

す
。
頑
張
り
ま
す
。

高
梁
市
・
森
下 

知
子
さ
ん（
70
代
）

▼
知
人
の
顔
を
見
つ
け
て
嬉
し
く
な
っ
た
り
、

レ
シ
ピ
を
見
て「
こ
ん
な
料
理
法
が
あ
っ
た

の
か
ぁ
」と
感
心
。
毎
月
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
！赤

磐
市
・
今
井 

さ
お
り
さ
ん（
50
代
）

▼
紀
伊
上
臈
杜
鵑
の
花
が
我
が
家
に
も
咲

き
ま
し
た
。
12
月
号
の
八
幡
さ
ん
の
写
真

を
拝
見
し
、
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。

美
作
市
・
み
っ
ち
ゃ
ん（
80
代
）

▼
紹
介
さ
れ
て
い
た「
美
星
満
天
豚
」を
買

い
に
行
き
ま
し
た
。
ハ
ム
も
ソ
ー
セ
ー
ジ

も
絶
品
で
、
と
て
も
お
い
し
か
っ
た
で
す
。

み
ん
な
に
お
す
す
め
し
た
い
で
す
。

新
見
市
・
ば
い
く
ま
ん
さ
ん（
30
代
）

▼
や
っ
た
ー
！
サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

で
ス
ペ
イ
ン
に
日
本
が
勝
っ
た
ぞ
ー
！
ま

さ
か
の
ト
ッ
プ
で
決
勝
リ
ー
グ
進
出
決

定
！
あ
ま
り
に
も
嬉
し
く
て
、
寝
不
足
の

中
、
ハ
ガ
キ
を
書
き
ま
し
た
。

和
気
町
・
安
広 

稔
さ
ん（
60
代
）

▼
県
立
真
庭
高
校
の
コ
ッ
ペ
パ
ン
を
実
習
で

作
っ
て
い
ま
し
た
。
懐
か
し
〜
〜
！
本
当

に
お
い
し
い
か
ら
ま
た
食
べ
た
ー
い
！！

津
山
市
・
ま
る
ぱ
ぱ
さ
ん（
40
代
）

▼
コ
ッ
ペ
パ
ン
が
懐
か
し
く
て
食
べ
た
く
な

り
ま
し
た
。「
美
星
満
天
豚
」の
コ
ロ
ッ
ケ

や
ハ
ン
バ
ー
グ
も
買
っ
て
み
た
い
で
す
。

井
原
市
・
橋
本 

利
美
さ
ん（
50
代
）

▼「
フ
ォ
ッ
ク
ス
フ
ェ
イ
ス
」、
か
わ
い
い
で
す

ね
。
先
日
、
初
め
て
大
き
く
な
っ
た「
フ
ォ
ッ

ク
ス
フ
ェ
イ
ス
」の
木
を
見
ま
し
た
。
3
㍍

く
ら
い
の
大
き
さ
で
ビ
ッ
ク
リ
で
す
。
黄

色
く
色
々
な
形
を
し
て
い
ま
し
た
。
何
を

作
る
に
も
失
敗
は
つ
き
も
の
。
四
苦
八
苦

し
て
完
成
し
た
時
の
喜
び
は
最
高
で
す
ね
。

応
援
し
て
い
ま
す
！

美
咲
町
・
石
原 

寿
美
江
さ
ん（
60
代
）

▼「
美
星
満
天
豚
」の
ハ
ム・ソ
ー
セ
ー
ジ
が

と
て
も
お
い
し
そ
う
で
食
べ
た
い
で
す
。
お

歳
暮
な
ど
贈
り
物
に
も
利
用
し
た
い
で
す
。

津
山
市
・
中
島 

美
恵
さ
ん（
40
代
）

▼
び
ほ
く
花
木
生
産
部
会
の「
フ
ォ
ッ
ク
ス
フ
ェ

イ
ス
」を
育
て
て
み
た
く
な
り
ま
し
た
。「
美

星
満
天
豚
」も
一
度
食
べ
に
行
き
た
い
で
す
。

矢
掛
町
・
大
西 

美
咲
さ
ん（
20
代
）

▼
第
12
回
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
で
の
新

見
高
校
の
記
事
は
、
若
い
人
に
受
け
継
が

れ
て
い
く
力
強
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

新
見
市
・
塚
本 

登
志
子
さ
ん（
70
代
）

▼
岡
山
に
住
ん
で
は
い
る
け
ど
、
知
ら
な

い
こ
と
が
多
く
、
誌
面
を
見
て
驚
き
の
連

続
で
す
。
地
元
の
人
た
ち
の
顔
が
見
え
る

の
も
い
い
で
す
ね
。
コ
ロ
ナ
も
あ
り
、
な
か

な
か
ご
近
所
さ
ん
と
話
す
こ
と
も
減
っ
た

昨
今
、
こ
う
し
た
広
報
誌
が
あ
る
だ
け
で
、

な
ん
だ
か
ほ
っ
こ
り
と
し
て
、
助
け
ら
れ

て
い
る
よ
う
な
気
持
ち
で
す
。

倉
敷
市
・
の
だ
め
さ
ん（
20
代
）

▼
今
年
は
柿
の
木
に
鳥
避
け
の
網
を
張
り
ま

し
た
。
効
果
て
き
面
で
鳥
に
ほ
と
ん
ど
食
べ

ら
れ
る
こ
と
な
く
、
お
い
し
く
頂
き
ま
し
た
。

津
山
市
・
津
山
の
み
ぃ
ち
ゃ
ん（
60
代
）

▼
12
月
号「
み
ん
な
の
ひ
ろ
ば
」池
田
さ
ん

の
写
真
で
、
し
ゃ
じ
な
っ
ぽ
の
花
を
初
め
て

見
ま
し
た
。
ビ
ッ
ク
リ
で
す
！
こ
ん
な
綺

麗
な
花
が
咲
く
の
で
す
ね
。
実
際
に
見
て

み
た
い
で
す
！真

庭
市
・
ふ
と
し
さ
ん（
40
代
）

▼
幸
運
を
も
た
ら
す
黄
色
の
特
産「
フ
ォ
ッ

ク
ス
フ
ェ
イ
ス
」。
今
年
は
お
正
月
用
に
買

い
た
い
で
す
。
生
産
者
の
方
頑
張
っ
て
く

だ
さ
い
。高

梁
市
・
小
林 

敏
子
さ
ん（
80
代
）

二重マスの文字をＡ～Dの順に並べてできる
言葉は何でしょうか？ （出題／ニコリ）

正月に飲む薬酒。お―気分がなかなか抜けない
髪の毛の渦巻き
エッフェル塔がある都市
練り物やダイコンを煮込んで作ります
自分より後に生まれた人はみんなこれ
食事の管理や指導を行います
昨年はナスの―がとても良かった
太鼓や木琴やトライアングルなどのこと
毛筆でしたためることも
大学入学共通テストは国公立大学だけではなく―大学も利用しています
計画のこと。お得な宿泊―
京都・三十三間堂の通し矢で新成人が引きます
一―、二タカ、三ナスビ

1
2
3
5
6
8
11
12
13
15
16
19
20

初詣で、受験を控える子の難関―を祈願した
2つで1組の―茶わん
客のためにワインを選びます
師匠の下で学びます
親から子へ受け継がれます
―・中期・末期
年賀状によく書かれる2文字の熟語
湖に張った氷に穴を開けて楽しむこ
ともあります
登山やキャンプで使う寝袋
コンコンと鳴く動物
警察は原則として―不介入です

1
4
7
9
10
13
14
17

18
21
22

ヨコのカギ タテのカギ

〒713-811363円
切手

倉敷市玉島八島
　　　1510-1

JA晴れの国岡山
　　総務企画課
　「晴ればれ」係

●郵便番号・住所
●氏名
●電話番号
●年齢
●パズルの答え
●よかったコーナー
 　　（複数回答可）

●その他ご意見・ご感想

※誌面の都合上、お便りのすべてを掲載できない場
合がございますがご了承ください。
※みなさまからいただいた個人情報は、投稿コーナーへの
掲載や当選賞品発送、JA事業運営以外では使用い
たしません。
※投稿写真は、人物など被写体に関する肖像権などに触
れる可能性のないものに限ります。
※記載氏名につきましては、ペンネームをご希望の方は、
ご自身のペンネームを必ず明記してください。
※投稿いただいた作品は返却いたしません。
※当選者の発表は賞品の発送をもってかえさせていただ
きます。
※投稿いただいたハガキなどは、投稿いただいた時点で
掲載可能承諾済とさせていただきます。

応募締切：２０２３年1月13日（金）必着

あとがき

応募フォームURL：
　https://www.ja-hareoka.or.jp/form/harebare_present/ 
FAX：086－476－1840

本誌に関して

ハガキ･応募フォーム･ＦＡＸのいずれかに、必要事
項をご記入いただき、ご応募ください。

応　募　方　法

または

クロスワードパズル
先月号の答え

「ユキアソビ」
応募総数
728件

き
い
じ
ょ
う
ろ
う
ほ
と
と
ぎ
す

和気町文化祭に出展した立体パズル
です。
和気町　入江 順一さん

春に咲くボタンの花が秋に咲きました。
備前市　正宗 安広さん

大きなアケビがたくさんできました。
とても甘かったです。来年もできま
すように。
備前市　谷本 勝子さん

の
ぎ
へ
ん

応募フォームができました！応募フォームができました！コチラからコチラから

　あ
る
本
で
掲
載
さ
れ
て
い
た「
和
」と
い
う
漢
字
の
由
来
。
禾
編
に
口
と
書

き
ま
す
が
、
禾
は
稲
や
稗
、
黍
な
ど
の
五
穀
が
実
っ
た
穂
の
姿
、
つ
ま
り
禾

を
口
に
す
る
、
穀
物
を
食
べ
る
幸
せ
な
状
態
を
示
し
た
の
が「
和
」の
起
源
と

紹
介
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
諸
説
あ
る
に
せ
よ
、
日
本
人
は
米
を
農
業
の
起
源

と
し
、
長
き
に
わ
た
り
五
穀
豊
穣
を
願
い
、
主
食
と
し
て
米
を
食
べ
て「
幸
せ

で
和
ん
だ
時
間
」を
送
っ
て
き
た
の
で
す
。

　糖
質
制
限
等
で
悪
者
に
な
り
が
ち
な
お
米
で
す
が
、
も
う
一
度
お

米
を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
日
々
の
生
活
に
な
く
て
は

な
ら
な
い
お
米
。
今
回
紹
介
し
た「
つ
き
た
て
!!
お

米
市
場
」で
は
、
新
鮮
な
お
米
が
味
わ
え
ま
す
！

天
か
ら
の
恵
み
、
命
に
感
謝
し
な
が
ら
、
心
を
込
め

て「
い
た
だ
き
ま
す
」「
ご
ち
そ
う
さ
ま
」を
。（
別
所
、
べっ
ち
ゃ
ん
）

美星満天豚の
角煮風炊き込みご飯。
レシピはHPで！

このページ左上にある応募券をハガキに貼付して、下記必要事
項を明記の上、下記宛先まで郵送。
クイズの答え／郵便番号／住所（番地、建物名など詳しくご記
入ください）／氏名／電話番号（携帯電話可）／当選した場合の
お届け先住所・氏名（当選者さまと異なる場合のみ記載ください）
（宛　先）〒713-8113 岡山県倉敷市玉島八島1510－1
　　　　JA晴れの国岡山 総務企画課 キャンペーン事務局 宛て

・ホームページに掲載された広報誌2023年1月号（vol.33）の
応募券を印刷して貼付しても、応募は有効です。
・お１人さま何回でも応募可能です。
・当選者の発表は賞品の発送をもってかえさせていただきます。

●応募方法

●ご注意

赤磐市　平賀 律子さん

岡山市　山谷 睦子さん

井原市　西村 ルリ子さん

みなさまからの
「写真」「イラスト」「お便り」「川柳」のご応募を大募集しています。
ご意見・ご感想もお待ちしています！！

応募フォーム・FAX
での応募もOK!!

ひ
え

き
び

答えと応募券を貼って送ってね！

偵団晴ればれ 探
名前の通り白くて美しいお米。
ふっくら・もちもちで冷めても
おいしいんだって！

食味ランキング

特A６年連続獲得の岡山県産米はどれだ？

晴れ
ばれ
探偵
団

岡山
県産
米は
どれ
だ？

応募
券 クイズに答えてプレゼントをゲットしよう！

Webキャン
ペーンも

同時開催中！
SNS・応募フォームで応募して
当選確率アップ！

みんな
で推理しよう

食べられたおにぎりはどれだ？
詳しくは
こちら!!

こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
Ｊ
Ａ
共
済
の
地
域
貢
献
活
動
の一
環
と
し
て
開
催
し
て
い
ま
す

12 15月 日 1 31月 日～
2022年 2023年

応募期間
プレゼント
美星満天豚と
お米のセット

肉

米
名

Web・ハガキ
合計

の方へ
30

数十年に一度  サトイモに花

※写真はイメージです

正解者の中から抽選で
15人の方に
「おかやま和牛」

をプレゼント！！

プレゼント商品はオンラインショップでも
買うことができます!!
◀◀◀Webサイトはコチラから

地
域の
良さ再発見!!
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PRESENT QUIZ
パズルに答えて、

特産品をＧｅｔしよう！

新型コロナウイルス感染拡大で厳しい状況が続いていますが、本誌は誌面を通じて厳しい状況の中でも生産者の笑顔や農畜産物・景色のすばらしさを
お伝えすることで、読者の方に一瞬でも笑顔になってもらいたいと願っています。一日も早い終息を願い、その時にはぜひ出かけてほしいとの思いで編集
しておりますので、ご了承くださいますようお願い申し上げます。なお、本誌掲載の商品は総額表示で表記しています。

▼
12
月
号
特
集「
美
星
満
天
豚
」の
お
い
し

そ
う
な
コ
ロ
ッ
ケ
や
、
ソ
ー
セ
ー
ジ
に
ハ
ン

バ
ー
グ
を
眺
め
な
が
ら
、
オ
ン
ラ
イ
ン

シ
ョ
ッ
プ
で
ポ
チ
ッ
と
買
っ
て
し
ま
い
そ
う

に
な
り
ま
し
た
！（
笑
）
太
り
そ
う
な
の
で

直
売
所
で
少
し
ず
つ
買
い
ま
す
！

倉
敷
市
・
ギ
ー
ス
―
さ
ん（
30
代
）

▼
退
職
後
、家
庭
菜
園
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

出
来
栄
え
は
恥
ず
か
し
い
も
の
で
す
が
、

隣
の
畑
の
方
に
教
え
て
も
ら
っ
た
り
広
報

誌「
晴
れ
ば
れ
」を
参
考
に
し
た
り
、
こ
れ

か
ら
も
楽
し
く
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
で

す
。
頑
張
り
ま
す
。

高
梁
市
・
森
下 

知
子
さ
ん（
70
代
）

▼
知
人
の
顔
を
見
つ
け
て
嬉
し
く
な
っ
た
り
、

レ
シ
ピ
を
見
て「
こ
ん
な
料
理
法
が
あ
っ
た

の
か
ぁ
」と
感
心
。
毎
月
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
！赤

磐
市
・
今
井 

さ
お
り
さ
ん（
50
代
）

▼
紀
伊
上
臈
杜
鵑
の
花
が
我
が
家
に
も
咲

き
ま
し
た
。
12
月
号
の
八
幡
さ
ん
の
写
真

を
拝
見
し
、
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。

美
作
市
・
み
っ
ち
ゃ
ん（
80
代
）

▼
紹
介
さ
れ
て
い
た「
美
星
満
天
豚
」を
買

い
に
行
き
ま
し
た
。
ハ
ム
も
ソ
ー
セ
ー
ジ

も
絶
品
で
、
と
て
も
お
い
し
か
っ
た
で
す
。

み
ん
な
に
お
す
す
め
し
た
い
で
す
。

新
見
市
・
ば
い
く
ま
ん
さ
ん（
30
代
）

▼
や
っ
た
ー
！
サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

で
ス
ペ
イ
ン
に
日
本
が
勝
っ
た
ぞ
ー
！
ま

さ
か
の
ト
ッ
プ
で
決
勝
リ
ー
グ
進
出
決

定
！
あ
ま
り
に
も
嬉
し
く
て
、
寝
不
足
の

中
、
ハ
ガ
キ
を
書
き
ま
し
た
。

和
気
町
・
安
広 

稔
さ
ん（
60
代
）

▼
県
立
真
庭
高
校
の
コ
ッ
ペ
パ
ン
を
実
習
で

作
っ
て
い
ま
し
た
。
懐
か
し
〜
〜
！
本
当

に
お
い
し
い
か
ら
ま
た
食
べ
た
ー
い
！！

津
山
市
・
ま
る
ぱ
ぱ
さ
ん（
40
代
）

▼
コ
ッ
ペ
パ
ン
が
懐
か
し
く
て
食
べ
た
く
な

り
ま
し
た
。「
美
星
満
天
豚
」の
コ
ロ
ッ
ケ

や
ハ
ン
バ
ー
グ
も
買
っ
て
み
た
い
で
す
。

井
原
市
・
橋
本 

利
美
さ
ん（
50
代
）

▼「
フ
ォ
ッ
ク
ス
フ
ェ
イ
ス
」、
か
わ
い
い
で
す

ね
。
先
日
、
初
め
て
大
き
く
な
っ
た「
フ
ォ
ッ

ク
ス
フ
ェ
イ
ス
」の
木
を
見
ま
し
た
。
3
㍍

く
ら
い
の
大
き
さ
で
ビ
ッ
ク
リ
で
す
。
黄

色
く
色
々
な
形
を
し
て
い
ま
し
た
。
何
を

作
る
に
も
失
敗
は
つ
き
も
の
。
四
苦
八
苦

し
て
完
成
し
た
時
の
喜
び
は
最
高
で
す
ね
。

応
援
し
て
い
ま
す
！

美
咲
町
・
石
原 

寿
美
江
さ
ん（
60
代
）

▼「
美
星
満
天
豚
」の
ハ
ム・ソ
ー
セ
ー
ジ
が

と
て
も
お
い
し
そ
う
で
食
べ
た
い
で
す
。
お

歳
暮
な
ど
贈
り
物
に
も
利
用
し
た
い
で
す
。

津
山
市
・
中
島 

美
恵
さ
ん（
40
代
）

▼
び
ほ
く
花
木
生
産
部
会
の「
フ
ォ
ッ
ク
ス
フ
ェ

イ
ス
」を
育
て
て
み
た
く
な
り
ま
し
た
。「
美

星
満
天
豚
」も
一
度
食
べ
に
行
き
た
い
で
す
。

矢
掛
町
・
大
西 

美
咲
さ
ん（
20
代
）

▼
第
12
回
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
で
の
新

見
高
校
の
記
事
は
、
若
い
人
に
受
け
継
が

れ
て
い
く
力
強
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

新
見
市
・
塚
本 

登
志
子
さ
ん（
70
代
）

▼
岡
山
に
住
ん
で
は
い
る
け
ど
、
知
ら
な

い
こ
と
が
多
く
、
誌
面
を
見
て
驚
き
の
連

続
で
す
。
地
元
の
人
た
ち
の
顔
が
見
え
る

の
も
い
い
で
す
ね
。
コ
ロ
ナ
も
あ
り
、
な
か

な
か
ご
近
所
さ
ん
と
話
す
こ
と
も
減
っ
た

昨
今
、
こ
う
し
た
広
報
誌
が
あ
る
だ
け
で
、

な
ん
だ
か
ほ
っ
こ
り
と
し
て
、
助
け
ら
れ

て
い
る
よ
う
な
気
持
ち
で
す
。

倉
敷
市
・
の
だ
め
さ
ん（
20
代
）

▼
今
年
は
柿
の
木
に
鳥
避
け
の
網
を
張
り
ま

し
た
。
効
果
て
き
面
で
鳥
に
ほ
と
ん
ど
食
べ

ら
れ
る
こ
と
な
く
、
お
い
し
く
頂
き
ま
し
た
。

津
山
市
・
津
山
の
み
ぃ
ち
ゃ
ん（
60
代
）

▼
12
月
号「
み
ん
な
の
ひ
ろ
ば
」池
田
さ
ん

の
写
真
で
、
し
ゃ
じ
な
っ
ぽ
の
花
を
初
め
て

見
ま
し
た
。
ビ
ッ
ク
リ
で
す
！
こ
ん
な
綺

麗
な
花
が
咲
く
の
で
す
ね
。
実
際
に
見
て

み
た
い
で
す
！真

庭
市
・
ふ
と
し
さ
ん（
40
代
）

▼
幸
運
を
も
た
ら
す
黄
色
の
特
産「
フ
ォ
ッ

ク
ス
フ
ェ
イ
ス
」。
今
年
は
お
正
月
用
に
買

い
た
い
で
す
。
生
産
者
の
方
頑
張
っ
て
く

だ
さ
い
。高

梁
市
・
小
林 

敏
子
さ
ん（
80
代
）

二重マスの文字をＡ～Dの順に並べてできる
言葉は何でしょうか？ （出題／ニコリ）

正月に飲む薬酒。お―気分がなかなか抜けない
髪の毛の渦巻き
エッフェル塔がある都市
練り物やダイコンを煮込んで作ります
自分より後に生まれた人はみんなこれ
食事の管理や指導を行います
昨年はナスの―がとても良かった
太鼓や木琴やトライアングルなどのこと
毛筆でしたためることも
大学入学共通テストは国公立大学だけではなく―大学も利用しています
計画のこと。お得な宿泊―
京都・三十三間堂の通し矢で新成人が引きます
一―、二タカ、三ナスビ

1
2
3
5
6
8
11
12
13
15
16
19
20

初詣で、受験を控える子の難関―を祈願した
2つで1組の―茶わん
客のためにワインを選びます
師匠の下で学びます
親から子へ受け継がれます
―・中期・末期
年賀状によく書かれる2文字の熟語
湖に張った氷に穴を開けて楽しむこ
ともあります
登山やキャンプで使う寝袋
コンコンと鳴く動物
警察は原則として―不介入です

1
4
7
9
10
13
14
17

18
21
22

ヨコのカギ タテのカギ

〒713-811363円
切手

倉敷市玉島八島
　　　1510-1

JA晴れの国岡山
　　総務企画課
　「晴ればれ」係

●郵便番号・住所
●氏名
●電話番号
●年齢
●パズルの答え
●よかったコーナー
 　　（複数回答可）

●その他ご意見・ご感想

※誌面の都合上、お便りのすべてを掲載できない場
合がございますがご了承ください。
※みなさまからいただいた個人情報は、投稿コーナーへの
掲載や当選賞品発送、JA事業運営以外では使用い
たしません。
※投稿写真は、人物など被写体に関する肖像権などに触
れる可能性のないものに限ります。
※記載氏名につきましては、ペンネームをご希望の方は、
ご自身のペンネームを必ず明記してください。
※投稿いただいた作品は返却いたしません。
※当選者の発表は賞品の発送をもってかえさせていただ
きます。
※投稿いただいたハガキなどは、投稿いただいた時点で
掲載可能承諾済とさせていただきます。

応募締切：２０２３年1月13日（金）必着

あとがき

応募フォームURL：
　https://www.ja-hareoka.or.jp/form/harebare_present/ 
FAX：086－476－1840

本誌に関して

ハガキ･応募フォーム･ＦＡＸのいずれかに、必要事
項をご記入いただき、ご応募ください。

応　募　方　法

または

クロスワードパズル
先月号の答え

「ユキアソビ」
応募総数
728件

き
い
じ
ょ
う
ろ
う
ほ
と
と
ぎ
す

和気町文化祭に出展した立体パズル
です。
和気町　入江 順一さん

春に咲くボタンの花が秋に咲きました。
備前市　正宗 安広さん

大きなアケビがたくさんできました。
とても甘かったです。来年もできま
すように。
備前市　谷本 勝子さん

の
ぎ
へ
ん

応募フォームができました！応募フォームができました！コチラからコチラから

　あ
る
本
で
掲
載
さ
れ
て
い
た「
和
」と
い
う
漢
字
の
由
来
。
禾
編
に
口
と
書

き
ま
す
が
、
禾
は
稲
や
稗
、
黍
な
ど
の
五
穀
が
実
っ
た
穂
の
姿
、
つ
ま
り
禾

を
口
に
す
る
、
穀
物
を
食
べ
る
幸
せ
な
状
態
を
示
し
た
の
が「
和
」の
起
源
と

紹
介
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
諸
説
あ
る
に
せ
よ
、
日
本
人
は
米
を
農
業
の
起
源

と
し
、
長
き
に
わ
た
り
五
穀
豊
穣
を
願
い
、
主
食
と
し
て
米
を
食
べ
て「
幸
せ

で
和
ん
だ
時
間
」を
送
っ
て
き
た
の
で
す
。

　糖
質
制
限
等
で
悪
者
に
な
り
が
ち
な
お
米
で
す
が
、
も
う
一
度
お

米
を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
日
々
の
生
活
に
な
く
て
は

な
ら
な
い
お
米
。
今
回
紹
介
し
た「
つ
き
た
て
!!
お

米
市
場
」で
は
、
新
鮮
な
お
米
が
味
わ
え
ま
す
！

天
か
ら
の
恵
み
、
命
に
感
謝
し
な
が
ら
、
心
を
込
め

て「
い
た
だ
き
ま
す
」「
ご
ち
そ
う
さ
ま
」を
。（
別
所
、
べっ
ち
ゃ
ん
）

美星満天豚の
角煮風炊き込みご飯。
レシピはHPで！

このページ左上にある応募券をハガキに貼付して、下記必要事
項を明記の上、下記宛先まで郵送。
クイズの答え／郵便番号／住所（番地、建物名など詳しくご記
入ください）／氏名／電話番号（携帯電話可）／当選した場合の
お届け先住所・氏名（当選者さまと異なる場合のみ記載ください）
（宛　先）〒713-8113 岡山県倉敷市玉島八島1510－1
　　　　JA晴れの国岡山 総務企画課 キャンペーン事務局 宛て

・ホームページに掲載された広報誌2023年1月号（vol.33）の
応募券を印刷して貼付しても、応募は有効です。
・お１人さま何回でも応募可能です。
・当選者の発表は賞品の発送をもってかえさせていただきます。

●応募方法

●ご注意

赤磐市　平賀 律子さん

岡山市　山谷 睦子さん

井原市　西村 ルリ子さん

みなさまからの
「写真」「イラスト」「お便り」「川柳」のご応募を大募集しています。
ご意見・ご感想もお待ちしています！！

応募フォーム・FAX
での応募もOK!!

ひ
え

き
び

答えと応募券を貼って送ってね！

偵団晴ればれ 探
名前の通り白くて美しいお米。
ふっくら・もちもちで冷めても
おいしいんだって！

食味ランキング

特A６年連続獲得の岡山県産米はどれだ？

晴れ
ばれ
探偵
団

岡山
県産
米は
どれ
だ？

応募
券 クイズに答えてプレゼントをゲットしよう！

Webキャン
ペーンも

同時開催中！
SNS・応募フォームで応募して
当選確率アップ！

みんな
で推理しよう

食べられたおにぎりはどれだ？
詳しくは
こちら!!

こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
Ｊ
Ａ
共
済
の
地
域
貢
献
活
動
の一
環
と
し
て
開
催
し
て
い
ま
す

12 15月 日 1 31月 日～
2022年 2023年

応募期間
プレゼント
美星満天豚と
お米のセット

肉

米
名

Web・ハガキ
合計

の方へ
30

数十年に一度  サトイモに花

※写真はイメージです

正解者の中から抽選で
15人の方に
「おかやま和牛」

をプレゼント！！

プレゼント商品はオンラインショップでも
買うことができます!!
◀◀◀Webサイトはコチラから

地
域の
良さ再発見!!
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晴れびと！

「組合員の笑顔」が広がる「協同」の素晴らしさを伝える広報誌

h a r e  b a r e

h a r e  b a r e

発　行　晴れの国岡山農業協同組合　〒713-8113 倉敷市玉島八島1510番地1
編　集　総務企画課　TEL.086-476-8092　https://www.ja-hareoka.or.jp/
発行日　2022年12月20日発行（毎月20日発行）

Vol.33　2023年　1月号 
ホームページ
随時更新中！！

2023

vo l .33
1

晴ればれ直行便
「つきたて！！お米市場」オープン記念 晴れめし
特　集

ナスと白ネギの２本柱で始めた農業

１年かけて芽生えた「作る責任」

白ネギが主役の
焼きサバ丼
[ 材 料／ 2人分 ]

[つくりかた ]
1. 塩サバを焼いておく。
2. 白ネギを白髪ネギにして氷水にさらし、水気を切る。
3. ①をほぐし、②としょうゆとゴマを入れて混ぜる。
4. ゴマ油をひと回しして混ぜ、ご飯にのせて完成。
※お好みでラー油を２～３滴入れても！
※サバの塩加減により、しょうゆの量を加減してください。
※白髪ネギにした時に残った芯や青い部分はスープに
いれても。

■塩サバ…………………半身１切れ
■白ネギ……………………………１本
■しょうゆ………………小さじ１～１.５
■ゴマ…………………………大さじ１
■ゴマ油…………………………適量
■ご飯……………………………適量
■ラー油……………………お好みで

[ 材 料／ 2人分 ]

[つくりかた ]
1. 白ネギを斜めに薄切りにする。
2. ベーコンは１㎝幅に切る。
3. 鍋に水とコンソメを入れて沸騰させ、①②
を入れ火が通ったら塩・コショウで味を
ととのえ、完成。

■白ネギ…………………1/2～１本
■ベーコン………………………１枚
■水…………………………２カップ
■コンソメ（固形）………………１個
■塩・コショウ……………………少々

こ く し ょ う こ く さ ん

白ネギスープ
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